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河

地

文

庫

目

録





　
　
　
　

序

　

こ
の
度
、
河
地
信
子
氏
か
ら
史
料
を
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
当
館
の
三
十
九
番
目
の
特
殊
文
庫
と
な
る
「
河
地

文
庫
」
と
し
て
整
理
し
、
保
存
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

河
地
家
は
、
加
賀
八
家
の
本
多
家
に
代
々
仕
え
た
陪
臣
で
あ
り
、
本
多
家
内
で
は
家
老
や
頭
役
な
ど
を
勤

め
た
重
臣
の
家
柄
で
、
明
治
初
年
の
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」
に
よ
れ
ば
、
禄
高
は
二
○
○
石
に
な
り
ま
す
。

　

本
史
料
群
は
、
知
行
宛
行
状
や
由
緒
・
家
計
な
ど
、
河
地
家
に
直
接
関
わ
る
も
の
が
多
く
、
陪
臣
の
実
態

が
う
か
が
え
る
と
と
も
に
、
加
賀
藩
が
関
与
し
た
政
治
事
件
、
さ
ら
に
は
幕
末
政
治
に
お
け
る
意
見
書
や
風

説
留
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
に
金
沢

城
二
之
丸
御
殿
に
お
い
て
主
人
の
本
多
政
均
が
暗
殺
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
本
多
家
中
に
お
け
る
主
従

関
係
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

河
地
家
の
方
々
が
長
年
に
わ
た
り
守
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
貴
重
な
史
料
を
、
今
後
も
長
く
保
存
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
と
共
に
、
本
目
録
が
、
多
く
の
方
々
に
利
用
・
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ

ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
重
な
史
料
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
河
地
家
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
六
年
三
月

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館　
　
　
　
　
　

近
世
史
料
館　
　
　
　
　
　

館
長　

廣
田
康
太
郎



　
　
　
　

凡　
　
　
　

例

一
、
本
目
録
は
、
加
賀
八
家
の
本
多
家
に
代
々
仕
え
た
河
地
家
の
文
書
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
度
に
河
地
信
子
氏
か
ら
近

世
史
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
河
地
文
庫
」
の
名
称
を
付
し
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の
三
十

九
番
目
の
特
殊
文
庫
と
な
る
。

一
、
目
録
記
載
は
（
分
類
）
番
号
・
（
史
料
）
標
題
・
（
作
成
）
年
月
日
・
差
出
（
作
成
者
名
）
・
宛
名
・
形
態
・
墨
付
（
冊
子
の

場
合
）
・
点
数
の
順
に
記
し
た
。
標
題
に
つ
い
て
は
原
題
の
ま
ま
の
も
の
、
補
足
し
た
も
の
、
新
た
に
付
し
た
も
の
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
各
々
注
記
は
し
て
い
な
い
。
史
料
の
作
成
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
記
載
の
な
い
場
合
で
も

推
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
（　

）
を
付
し
て
推
定
年
を
記
し
た
。
冊
子
物
の
丁
数
は
白
紙
部
を
除
い
た
墨
付
部
の
丁

数
で
あ
る
。
次
行
に
は
内
容
と
複
点
数
資
料
の
細
目
や
内
容
項
目
・
内
容
年
代
な
ど
を
記
し
た
。

一
、
史
料
の
分
類
は
、
〔
Ⅰ 
支
配
〕〔
Ⅱ 
主
家
・
親
類
〕〔
Ⅲ 
河
地
家
〕〔
Ⅳ 
学
芸
〕〔
Ⅴ 
絵
図
〕
の
五
分
類
と
し
、
そ
の
下

に
小
分
類
を
施
し
た
。

一
、
史
料
の
配
列
は
分
類
毎
に
編
年
を
基
本
と
し
、
年
代
未
詳
の
場
合
は
干
支
の
あ
る
も
の
、
月
日
の
あ
る
も
の
、
年
月

日
未
詳
の
も
の
の
順
に
配
し
た
。

一
、
標
題
や
解
題
中
に
身
分
上
の
呼
称
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
過
去
の
身
分
制
を
肯
定
す
る
、
あ
る
い
は
差
別
を
容
認

す
る
も
の
で
は
な
い
。
歴
史
上
の
事
実
と
し
て
我
々
の
歴
史
の
中
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
・
時
代
を
認
識
す

る
上
で
隠
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
判
断
か
ら
史
料
に
あ
る
が
ま
ま
に
表
記
し
た
。

一
、
河
地
文
庫
目
録
の
作
成
、
編
集
及
び
解
説
は
宮
下
和
幸
が
担
当
し
、
文
庫
の
整
理
及
び
公
開
の
た
め
の
登
録
作
業
は

本
館
職
員
全
員
で
行
っ
た
。
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佐々成政判物（越前人数の件につき）（３９．１１-１）

末森城蹟等図（３９．５-６①）



前田慶寧退京につき前田斉泰親翰等留（３９．１４-３）

先君仇討之義につき書状等（３９．２１-６）



知行所附之事（１２０石）（３９．２２-１１）

系図帳（３９．３１-１）

知行宛行状（長井郡中小松之内２００石）（３９．３３-１）

河地弥次右衛門遺書（３９．３４-５）



地券（３９．３６-１）

野田山墓地券（３９．３８-１）

知行目録（父知行２００石）（３９．３３-１５）



Ⅰ　

支　
　

配

　
　

一　
　

般

１１

１ 

佐
々
成
政
判
物
（
越
前
人
数
の
件
に
つ
き
） 

　

月　

日 

 

折
紙　

包
封
有  
艶
１

１０

２６

成
政
（
花
押
）
→
河
地
助
二
郎
、
河
地
三
四
郎
、
大
野
源
十
、
河
地
三
［　

］　
（
封
上
書
）「
大
守
様
御
判
之
者
」

２ 

豊
臣
秀
頼
書
状
写 

　

月
３
日 

（
豊
臣
）
秀
頼
→
本
多
上
野
介
（
正
純
） 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０

３ 

公
方
様
御
拝
領
之
さ
や
御
取
分
御
拝
領
之
件
封　

年
未
詳 

 

折
封  
艶
艶
艶
艶
艶
１

（
封
上
書
）「
浄
雲
院
様
文
化
十
二
年
亥
九
月
御
供
ニ
而
江
戸
表
江
御
出
被
遊
、
於
江
戸
表
従
公
方
様
御
拝
領
之
さ
や
御
帰
駕
之
上
御
取
分
善
霊
院
様
御

拝
領
也
、
其
節
御
用
人
御
戴
被
成
申
付
候
也
」

４ 

後
水
尾
院
等
御
法
号
帳 

年
未
詳 

 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

２６

５ 

前
田
家
年
表
（
天
正　

年
～
文
禄
４
年
） 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（　

丁
）  
艶
１

１３

３８

６ 

前
田
家
歴
代
一
覧 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７ 

斉
泰
・
慶
寧
等
唱
名
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

８ 

太
政
官
日
誌
抜
書 

（
慶
応
４
年
）
２
月　

日 

太
政
官
代
三
職 

こ
よ
り
綴
（
３
丁
）  
艶
１

１７

一

河
地
文
庫
目
録

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数



９ 

太
政
官
日
誌 

①
②
慶
応
４
年
２
月　

③
④
⑤
⑥
⑦
慶
応
４
年
３
月　

⑧
⑨
⑩
慶
応 

袋
綴
（
木
版
）  

艶　
１４

 

 

４
年
４
月　

⑪
⑫
⑬
慶
応
４
年
閏
４
月　

⑭
慶
応
４
年
５
月

御
用
御
書
物
所　
 
（
京
都
）
村
上
勘
兵
衛
、
井
上
治
兵
衛

①
第
一　

②
第
三　

③
第
四　

④
第
五　

⑤
第
六　

⑥
第
七　

⑦
第
八　

⑧
第
九　

⑨
第
十　

⑩
第
十
一　

⑪
第
十
二　

⑫
第
十
三

⑬
第
十
四　

⑭
第
廿
一

　
 

太
政
官
日
誌　

明
治
３
年
第
７
号
復
讐
始
末 

明
治
３
年 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１０

１０

　
 

金
沢
藩
庁
職
員
録 

（
明
治
３
年
１
月
） 

 

横
半
帳
（　

丁
）  
艶
１

１１

１７

　
 

元
老
院
設
置
等
に
つ
き
詔
書　

第　

号
布
告 

明
治
８
年
４
月　

日 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

５８

１４

　
 

石
川
県
発
展
の
件
に
つ
き
協
力
依
頼
状 

（
明
治
８
年
）
８
月　

日 

 

袋
綴
（
３
丁
）  

艶
１

１３

２０

（
石
川
県
権
令
）
桐
山
純
孝
→
前
田
三
吉
、
村
井
恒

　
 

金
沢
開
始
三
百
年
祭
に
て
利
嗣
様
御
当
地
御
出
被
遊
に
つ
き
書
付
下
書　

明
治　

年　

月　

日 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
７

１４

２４

１０

２０

　

　
　

意
見
書
・
風
説
留
等

１２

１ 

魯
西
亜
書
翰
和
解 

弘
化
、
嘉
永
期 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１１

２ 

魯
西
亜
来
舶
日
記 

嘉
永
６
年 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１７

３ 

魯
西
亜
へ
の
御
返
翰 

嘉
永
６
年 

 

袋
綴
（
３
丁
）  

艶
１

（
老
中
）
阿
部
伊
勢
守
正
弘
、
牧
野
備
前
守
忠
雅
、
松
平
和
泉
守
乗
全
、
松
平
伊
賀
守
忠
優
、
久
世
大
和
守
広
周
、
内
藤
紀
伊
守
信
親
→

二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅰ　

支　

配



４ 

薩
州
候
（
島
津
斉
彬
）
上
書 

（
嘉
永
６
年
）
７
月　

日 

（
薩
摩
藩
主
）
松
平
薩
摩
守
（
島
津
斉
彬
） 

袋
綴
（
３
丁
）  

艶
１

２９

５ 

肥
前
佐
賀
藩
永
山
武
貞
東
遊
記 

嘉
永
甲
寅
（
７
年
）
８
月 

羽
峰
小
史
綱
記 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

２７

６ 

水
府
公
沢
井
氏
へ
の
御
諭
書
并
山
脇
先
生
増
補　

甲
寅
（
嘉
永
７
年
）
仲
秋 

山
脇
正
準
（
治
右
衛
門
） 

袋
綴
（
５
丁
）  

艶
１

７ 

琉
球
国
へ
異
国
船
渡
来
に
つ
き
松
平
薩
摩
守
（
島
津
斉
彬
）
等
届
書　

嘉
永
期 

 

袋
綴
（
９
丁
）  

艶
１

８ 

唐
国
風
説
お
よ
び
亜
米
利
加
規
定
書
同
蘭
文
和
解　

安
政
４
年
８
月 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１５

９ 

東
北
風
談 

安
政
５
年 

薩
藩
桜
島
陳
人
肝
付
兼
武 

袋
綴
（
７
丁
）  

艶
１

　
 

井
伊
愛
麿
（
直
憲
）
家
督
相
続
内
達
（
後
欠
） 
（
万
延
元
年
）
４
月　

日 

→
（
彦
根
藩
主
）
井
伊
愛
麿 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１０

２８

　
 

毛
利
侯
（
敬
親
）
建
白
之
旨
等
覚
書 

文
久
２
戌
４
月 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１１
　
 

東
都
風
説
書 

文
久
２
年 

 

袋
綴
（
７
丁
）  

艶
１

１２
　
 

幕
府
御
使
番
九
州
見
分
お
よ
び
長
州
御
使
一
件
聞
書　

文
久
３
年 

 

袋
綴
（
８
丁
）  

艶
１

１３
　
 

毛
利
大
膳
（
敬
親
）
父
子
に
つ
き
徳
川
慶
勝
言
上
書
等
留　

元
治
元
年　

月
～
慶
応
元
年
４
月 

袋
綴
（
５
丁
）  

艶
１

１４

１１

　
 

毛
利
大
膳
（
敬
親
）
父
子
御
裁
許
に
つ
き
書
状
等
留　

寅
（
慶
応
２
年
）
４
月
～
５
月 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１５
　
 

京
都
御
沙
汰
書
之
覚 

慶
応
２
年
寅
７
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１６
　
 

京
都
取
沙
汰
書 

慶
応
２
年
寅
８
月 

 

長
帳
（
４
丁
）  

艶
１

１７
　
 

長
州
よ
り
指
出
候
書
付
写 

（
慶
応
２
年
） 

 

こ
よ
り
綴
（
３
丁
）  
艶
１

１８
　
 

因
州
侯
（
池
田
慶
徳
）
建
白
書
等
留 

慶
応
３
丁
卯
８
月
～
９
月 

 

こ
よ
り
綴
（
５
丁
）  
艶
１

１９
　
 

芸
州
侯
（
浅
野
長
訓
）
建
白
等
留 

（
慶
応
３
年
）　

月 

 

こ
よ
り
綴
（
４
丁
）  
艶
１

２０

１０

　
 

召
之
諸
侯
上
京
に
よ
り
取
計
向
伺
侯
等
留 

慶
応
丁
卯
（
３
年
）　

月 

 

こ
よ
り
綴
（
４
丁
）  
艶
１

２１

１０

　
 

尾
張
大
納
言
（
徳
川
慶
勝
）
言
上
書
等
留 

（
慶
応
３
年
）　

月
～　

月 

 

こ
よ
り
綴
（
３
丁
）  
艶
１

２２

１０

１１

三

河
地
文
庫
目
録



　
 

兵
庫
開
港
之
義
に
つ
き
諸
大
名
建
白
等
留 

（
慶
応
３
年
） 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

２３

１６

　
 

御
親
征
行
幸
中 
行
在
所
日
誌 

①
②
慶
応
４
年
３
月　

③
④
慶
応
４
年
４
月　

⑤
⑥
慶
応
４
年
閏
４
月 

袋
綴
（
木
版
）  

艶
６

２４

①
②
③
④
御
用
御
書
物
所　

京
都
村
上
勘
兵
衛
・
井
上
治
兵
衛
、
取
次　

大
坂
浅
井
吉
兵
衛
・
岡
田
茂
兵
衛
、
書
房　

大
坂
大
野
木
市
兵
衛

⑤
⑥
御
用
御
書
物
所　

京
都
村
上
勘
兵
衛
・
井
上
治
兵
衛
、
取
次
弘
通
所　

京
都
辻
本
仁
兵
衛

①
第
一　

②
第
二　

③
第
三　

④
第
四　

⑤
第
五　

⑥
第
六

　
 

雲
井
の
春
雨
等
写 

（
慶
応
４
年
）
２
月 

 

袋
綴
（
３
丁
）  

艶
１

２５
　
 

徳
川
慶
喜
征
討
に
つ
き
各
国
公
使
上
京
之
事
（
後
欠
）　
（
慶
応
４
年
） 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２６
　
 

官
許
藩
兵
私
考 

明
治
紀
元
戊
辰
（
元
年
）
冬　

月  

袋
綴
（
木
版　

丁
）  
艶
１

２７

１１

１３

御
用
御
書
物
所　

京
師
蓍
屋
幸
七
、
俵
屋
徳
太
郎

　
 

宮
本
頼
三
建
白 

明
治
２
年
正
月　

日 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

２８

１３

１２

　
 

蚊
睫
独
語 

明
治
２
巳
８
月
写 

蟭
螟
居
士 

袋
綴
（
６
丁
）  

艶
１

２９
　
 

休
物
議
安
民
心
議
建
白
書 

明
治
７
年
３
月　

日 

 

罫
紙
綴
（
４
丁
）  
艶
１

３０

２９

藤
寛
正
・
草
薙
尚
志
・
佐
々
木
辛
一
郎
・
林
顕
三
・
高
田
信
清
・
和
角
冨
業
・
石
川
九
郎
・
島
田
一
良
（
以
上
、
石
川
県
貫
属
士
族
）、

陸
義
猶
（
東
京
府
貫
属
士
族
）
→
左
院

　
 

檄
文
等
書
上 

（
明
治　

年
４
月
） 

（
熊
本
県
士
族
）
池
部
吉
十
郎 

袋
綴
（
２
丁
）  

艶
１

３１

１０

　
 

大
坂
（
浪
花
）
城
大
手
門
張
紙
写 

４
月
５
日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３２
　
 

亜
米
利
人
申
立
候
趣
に
つ
き
評
議
等
上
意 

５
月　

日 

→
大
広
間 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３３

２５

四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅰ　

支　

配



　
 

薩
摩
藩
よ
り
長
州
周
旋
依
頼
状 

７
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３４

松
平
修
理
大
夫
（
島
津
忠
義
）
家
来
内
田
伊
之
助
→
加
州
御
留
守
居
中
、
仙
台
御
留
守
居
中
、
大
広
間
席
一
統

　
 

井
伊
氏
内
令 

辛
９
月 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

３５

２８

　
 

転
法
輪
（
三
条
）
殿
上
書
写 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３６
　
 

寵
命
蒙
り
候
に
つ
き
請
書 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３７
　
 

復
古
勤
王
并
佐
幕
勤
王
等
論
書
上 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
３
丁
）  
艶
１

３８
　
 

大
宮
御
所
非
常
御
行
列
留 

年
未
詳 

 

横
帳
（
６
丁
）  

艶
１

３９
　
 

全
国
一
致
之
体
ヲ
論
ス
ル
議
等
留 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
５
丁
）  

艶
１

４０
　
 

国
家
間
犯
罪
人
引
渡
之
義
に
つ
き
書
付 

年
未
詳 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４１
　
 

朝
鮮
国
よ
り
答
書
訳 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
２
丁
）  

艶
１

４２
　
 

祭
西
郷
隆
盛
文
等
留
書
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
仮
綴
８
丁
）  

１

４３
　
 

西
郷
遺
訓 

年
未
詳 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４４
　
 

雑
書
（
島
田
一
良
斬
姦
状
等
） 

年
未
詳 

梯
田
主 

罫
紙
綴
（　

丁
）  
艶
１

４５

３６

　
　

政
治
事
件

１３

１ 

水
戸
浪
士
西
上
軍
中
日
記 

元
治
元
年
７
月
～　

月 

 

袋
綴
（
６
丁
）  

艶
１

１２

２ 

信
州
賊
徒
追
討
御
用
に
つ
き
覚 

（
元
治
元
年
）　

月 

 

長
帳
（
３
丁
）  

艶
１

１１

３ 

信
州
小
枚
郡
長
窪
古
町
村
よ
り
来
状
之
写
抜
書　
（
元
治
元
年
）
子　

月 

 

袋
綴
（
６
丁
）  

艶
１

１１

４ 

信
州
諏
訪
領
和
田
峠
に
て
浪
人
お
よ
び
松
本
藩
戦
闘
之
旨
等
留　
（
元
治
元
年　

月
） 

長
帳
（
５
丁
）  

艶
１

１１

五

河
地
文
庫
目
録



５ 

水
戸
浪
士
上
京
一
件
に
つ
き
書
状
等
留 

元
治
元
年　

月 

 

袋
綴
（
８
丁
）  

艶
１

１２

６ 

水
戸
浪
士
降
伏
一
件
に
つ
き
書
状
等
留 

元
治
元
年　

月 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１２

１４

７ 

越
前
表
水
府
浪
士
屯
集
に
つ
き
御
加
勢
御
供
日
記　
（
元
治
元
年　

月
） 

 

長
帳
（
４
丁
）  

艶
１

１２

８ 

浪
士
西
上
に
つ
き
越
前
出
張
之
件
書
上 

（
元
治
元
年　

月
） 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
３

１２

９ 

長
州
処
置
之
件
に
つ
き
嘆
願
書
等
留 

元
治
元
年　

月
～　

月 

 

袋
綴
（
７
丁
）  

艶
１

１０

１２

　
 

長
州
御
征
伐
御
備
書 

（
慶
応
元
年
）
４
月 

→
大
目
付
、
御
目
付 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１０
　
 

外
国
船
兵
庫
来
航
に
よ
り
条
約
勅
許
に
つ
き
覚　

慶
応
元
年　

月 

 

袋
綴
（
４
丁
）  

艶
１

１１

１０

　
 

長
州
再
征
に
つ
き
洛
中
警
衛
等
覚 

（
慶
応
元
年
）　

月 

 

袋
綴
（
４
丁
）  

艶
１

１２

１１

　
 

防
長
処
置
之
義
に
つ
き
将
軍
進
発
の
旨
書
上 
（
慶
応
元
年
） 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１３
　
 

長
州
再
征
に
て
戦
闘
に
つ
き
書
状 

（
慶
応
２
年
）
６
月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１４

１４

　
 

長
州
御
裁
許
違
背
に
つ
き
使
者
差
向
之
旨
所
司
代
よ
り
達
写　
（
慶
応
２
年
）
６
月　
 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
２

１５

→
松
平
御
名　
（
端
裏
書
）「
寅
六
月
十
五
日
京
都
詰
方
浬
指
越
写
」

　
 

長
州
征
討
苦
戦
に
つ
き
心
得
申
渡
状 

（
慶
応
２
年
）
８
月
朔
日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１６

（
老
中
）
周
防
守
（
板
倉
勝
静
）
→
万
石
以
下

　
 

大
政
奉
還
後
諸
藩
様
子
抜
書 

（
慶
応
３
年
）　

月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１７

１０

１９

島
田
金
五　
（
端
裏
書
）「
島
田
金
吾
紙
面
抜
書
」

　
 

大
政
奉
還
に
つ
き
三
藩
御
請
書
等
留 

慶
応
３
年　

月 

 

袋
綴
（
７
丁
）  

艶
１

１８

１０

六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅰ　

支　

配



　
 

大
政
奉
還
上
奏
文
并
御
沙
汰
書 

（
慶
応
３
年
）　

月 

（
徳
川
）
慶
喜
→ 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
２

１９

１０

　
 

諸
侯
禁
裏
御
固
ヶ
所
覚 

（
慶
応
３
年
）　

月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２０

１１

２０

　
 

王
政
復
古
に
つ
き
御
所
よ
り
仰
渡 

（
慶
応
３
年
）　

月 

 

こ
よ
り
綴
（
２
丁
）  
艶
１

２１

１２

　
 

参
内
被
留
候
御
方
并
禁
門
御
固
メ
衆
等
書
上 
（
慶
応
３
年　

月
） 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２２

１２

　
 

徳
川
慶
喜
東
退
に
つ
き
上
奏
文 

（
慶
応
４
年
）
正
月 

（
徳
川
）
慶
喜
→ 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２３
　
 

鳥
羽
伏
見
一
件
書
上 

（
慶
応
４
年
１
月
）
４
日
夕 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２４
　
 

鳥
羽
伏
見
之
戦
口
上
書
等
留 

（
慶
応
４
年
１
月
） 

 

こ
よ
り
綴
（　

丁
）  
艶
１

２５

１０

　
 

徳
川
慶
喜
恭
順
謹
慎
之
義
に
つ
き
上
意 

（
慶
応
４
年
１
月
） 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２６
　
 

土
佐
藩
泉
州
堺
事
件
書 

（
慶
応
４
年
）
２
月 

 

こ
よ
り
綴
（
３
丁
）  
艶
１

２７
　
 

信
州
小
諸
侯
（
牧
野
康
済
）
歎
願
書
等
留 

慶
応
４
戊
辰
年
４
月
～
５
月 

 

こ
よ
り
綴
（
８
丁
）  
艶
１

２８
　
 

題
施
波
斯
而
保
爾
戦
争
図
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２９
　
 

京
坂
各
位
へ
御
内
輪
相
揃
候
様
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３０
　

　
　

加
賀
藩

１４

１ 

叙
爵
御
礼
と
し
て
江
戸
表
へ
発
足
之
件
に
つ
き
書
状
写　
（
嘉
永
元
年
）
正
月　

日 

切
紙　

折
封
有　
  
１

２５

長
大
隅
守
（
連
弘
）
→
前
田
近
江
守
（
直
良
）　
（
封
上
書
）「
御
筆
」

２ 

生
麦
事
件
之
儀
に
つ
き
藩
屏
之
任
尽
力
申
渡
状　
（
文
久
３
年
）
２
月　

日 

→
御
官
名
御
家
来 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２８

３ 

前
田
慶
寧
退
京
に
つ
き
前
田
斉
泰
親
翰
等
留 

元
治
元
年 

 

袋
綴
（
３
丁
）  

艶
１

４ 

長
州
征
討
へ
長
大
隅
守
指
加
に
つ
き
前
田
斉
泰
親
翰
写　
（
元
治
元
年
８
月　

日
） 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１７

七

河
地
文
庫
目
録



５ 

不
破
富
太
郎
・
千
秋
順
之
助
処
分
申
渡 

（
元
治
元
年　

月　

日
） 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１０

１８

６ 

前
田
斉
泰
参
内
拝
辞
願
に
つ
き
御
沙
汰
書 

丑
（
慶
応
元
年
）
７
月 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７ 

近
藤
岩
五
郎
遺
書
等
留 

慶
応
２
年
９
月
～　

月 

 

袋
綴
（
４
丁
）  

艶
１

１０

８ 

近
藤
岩
五
郎
一
件
に
つ
き
愁
歎
状 

慶
応
２
年
丙
寅　

月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

２４

シ
ャ
リ
ヒ
ン
ヤ
ー
ト
ル
、
伍
堂
春
閣
謹
訳

９ 

前
田
慶
寧
帰
国
願
上
奏
文
并
帰
国
之
儀
御
意
書　
（
慶
応
３
年
）
卯　

月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１２

　
 

徳
川
内
府
討
薩
協
力
に
つ
き
前
田
慶
寧
親
翰　
（
慶
応
４
年
１
月
６
日
） 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０
　
 

徳
川
慶
喜
征
討
之
段
朝
廷
よ
り
達
に
つ
き
申
渡
状
写　
（
慶
応
４
年
）
正
月　

日 

前
田
土
佐
守
（
直
信
）
→ 

袋
綴
（
２
丁
）  

艶
１

１１

１４

　
 

橋
本
関
門
等
警
固
に
つ
き
御
達
等
留 

（
慶
応
４
年
）
正
月 

 

袋
綴
（
６
丁
）  

艶
１

１２
　
 

越
後
鯨
波
に
て
高
畠
隊
の
戦
況
書
上 

（
慶
応
４
年
）
閏
４
月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１３

２７

　
 

越
後
鯨
波
の
戦
況
書
上 

（
慶
応
４
年
）
閏
４
月　

日 

 

袋
綴
（
７
丁
）  

艶
１

１４

２７

　
 

越
後
鯨
波
に
て
官
軍
戦
闘
之
様
子
書
上
等
留 

慶
応
４
年 

 

こ
よ
り
綴
（
７
丁
）  
艶
１

１５
　
 

五
小
隊
越
後
筋
出
陣
に
つ
き
人
夫
并
武
器
等
御
渡
願
覚　

辰
（
明
治
元
年
）
９
月　

兵
卒
方
→
壮
猶
館 

長
帳
（
３
丁
）  

艶
１

１６
　
 

雑
記
帳
（
京
都
出
張
兵
卒
の
武
器
雑
用
金
等
書
上
）　

辰
（
明
治
元
年
）　

月 

大
西 

横
帳
（
９
丁
）  

艶
１

１７

１０

　
 

多
慶
若
（
利
嗣
）
様
参
内
等
御
供
人
弾
薬
貯
用
申
渡
状　

辰
（
明
治
元
年
）　

月 

→
御
横
目 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１８

１２

　
 

北
越
戦
争
戦
功
に
よ
り
永
世
禄
下
賜
に
つ
き
書
付　

明
治
２
年
巳
６
月 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１９
　
 

従
来
支
配
地
惣
高
な
ど
取
調
理
候
様
申
渡
状
写　
（
明
治
２
年
）
６
月 

行
政
官 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２０

八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅰ　

支　

配　
　

Ⅱ　

主
家
・
親
類



　
 

大
薮
清
八
郎
隊
等
大
宮
御
所
警
衛
免
除
に
つ
き
帰
国
申
渡
状　
（
明
治
２
年
） 

→
組
頭 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２１
　
 

斜
線
刻
（
改
定
給
禄
お
よ
び
現
石
割
合
覚
） 

（
明
治
２
年
） 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２２
　
 

廃
藩
置
県
布
告
に
つ
き
藩
軍
事
掛
評
議
書
上
等　

辛
未
（
明
治
４
年
）
７
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２３
　
 

北
国
筋
鎮
圧
御
沙
汰
書 

（
慶
応
４
年
）
４
月　

日 

→
加
賀
宰
相
中
将
（
前
田
慶
寧
） 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２４

１５

　
 

年
賀
に
つ
き
書
状 

正
月　

日 

良
政
→
長
大
隅
守 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２５

１５

　
 

教
千
代
（
斉
敬
）
様
御
出
御
延
引
に
つ
き
申
付
状　
　

月
４
日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２６

１０

　
 

御
横
目
出
席
之
義
に
つ
き
申
渡
状 

　

月 

→
御
横
目 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２７

１２

　
 

諸
藩
士
并
兵
卒
九
門
内
通
行
等
禁
止
之
触
写 
　

月 

行
政
官
→
御
名 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２８

１２

　
 

歎
願
之
義
御
沙
汰
次
第
相
心
得
候
様
書
状 

年
未
詳 

大
参
事
→ 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２９
　
 

喧 

一
件 

年
未
詳 

 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

３０

１７

　
 

上
使
之
節
御
作
法
隅
州
殿
留
抜
書 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３１
　
 

組
人
漲
等
覚
書
（
後
欠
） 

年
未
詳 

 

折
本  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３２

前
田
兵
部
孝
起
、
松
平
玄
蕃
康
済
、
小
幡
図
書
道
朗
、
多
賀
典
膳
廉
清
、
本
多
右
門
政
良
、
上
坂
平
兵
衛
景
氐
、
奥
村
主
税
敬
忠
、
永
井
多
宮
正
安
、

松
平
外
記
康
久
、
小
幡
左
京
通
久

Ⅱ　

主
家
・
親
類

　
　

本
多
家

２１

１ 

本
多
政
均
暗
殺
者
処
分
并
辞
世
書
付 

（
明
治
２
年
）
８
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１九

河
地
文
庫
目
録



２ 

本
多
政
均
暗
殺
に
つ
き
御
親
翰
写
等
留 

（
明
治
２
年
）
８
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３ 

賊
徒
引
請
願
立
之
義
に
つ
き
申
上
状 

（
明
治
２
年
）
９
月　

日 

河
地
→ 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１７

４ 

本
多
政
均
暗
殺
に
つ
き
賊
徒
引
請
願
等
之
存
意
申
上
状　
（
明
治
２
年
）
９
月　

日　

河
地
弥
三
大
夫
→ 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２２

５ 

本
多
政
均
暗
殺
に
つ
き
怨
敵
下
賜
歎
願
書 

（
明
治
２
年
）
９
月　

日 

篠
井
等
四
人
→ 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２６

６ 

先
君
敵
討
之
義
に
つ
き
書
状
等 

（
明
治
４
年
）　

月 

 

長
帳
（
５
丁
）  

艶
１

１１

７ 

元
主
人
本
多
従
五
位
様
暗
殺
之
詮
議
に
つ
き
嘆
願
書
下
書　

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
２

８ 

報
仇
死
刑
之
義
に
つ
き
愚
案 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

９ 

御
歳
附
（
本
多
政
均
子
女
） 

明
治
６
年
～
８
年 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

　
 

本
多
家
歴
代
忌
日 

明
治
８
年 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１０
　
 

田
龍
院
（
本
多
政
成
）
御
法
事
之
件
に
つ
き
書
状　

４
月　

日 

 

切
紙　

包
封
有  
艶
１

１１

２１

→
（
河
地
）
弥
次
右
衛
門　
（
封
上
書
）「
河
地
弥
次
右
衛
門
殿
」

　
 

元
服
祝
義
に
つ
き
判
物 

９
月
６
日 

 

折
紙　

折
封
有  
艶
１

１２

（
本
多
）
安
房
政
長
→
河
地
権
三
郎　
（
封
上
書
）「
河
地
武
右
衛
門
殿
」

　
 

本
多
家
旗
指
物
等
之
図 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１３

１１

　
 

本
多
家
歴
代
一
覧 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１４
　
 

本
多
家
歴
代
一
覧 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５
　
 

本
多
家
御
歴
代
院
号
書
上 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１６

一
〇

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅱ　

主
家
・
親
類



　
 

本
多
政
和
戒
名
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１７
　
 

本
多
政
通
戒
名
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１８
　
 

本
多
政
均
戒
名
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１９
　
 

御
歴
代
様
御
霊
屋
等
見
取
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

２０

２８

７８

　
　

諏
訪
家

２２

１ 

知
行
宛
行
状
（
三
原
郡
慶
野
村
之
内
等
） 

慶
長　

年　

月　

日 

 

折
紙　

折
封
有  
艶
１

１８

１２

２０

忠
長
（「
花
押
」）
→
上
嶋
甚
右
衛
門
尉　
（
封
上
書
）「
諏
方
久
大
夫
」

２ 

知
行
宛
行
状
（
備
前
国
赤
坂
郡
お
よ
び
岩
生
郡
之
内　

石
）　

元
和
５
年
卯
月　

日 

折
紙　

折
封
有  
艶
１

２００

１１

忠
長
（「
花
押
」）
→
上
嶋
甚
右
衛
門
尉　
（
封
上
書
）「
諏
訪
八
郎
左
衛
門
殿
」

３ 

知
行
所
附
（　

石
） 

　

月
１
日 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

４０

１１

出
井
忠
右
衛
門
、
吉
田
忠
右
衛
門
→
上
嶋
甚
右
衛
門
尉　
（
封
上
書
）「
上
嶋
甚
右
衛
門
尉
と
の
へ
」

４ 

知
行
目
録
等
一
括 

①
元
和
２
年
極
月　

日　

②
③（
元
禄　

年
）　

④
寛
保
３
年　

月
５
日 

①
折
紙  
艶
艶
艶
艶
７

１１

１４

１１

 

 

⑤
宝
暦
４
甲
戌　

月
６
日　

⑥
文
政
４
辛
巳　

月
６
日　

⑦
年
未
詳 

②
④
⑤
⑥
⑦
切
紙

１２

１０

（
全
体 
封
上
書
）「
諏
訪
平
六
郎
」　

①
（
神
尾
）
主
殿
秀
直
→
諏
訪
八
郎
左
衛
門　

②
→
諏
訪
半
平　

③
→
諏
訪
三
郎
助　
 　

③
切
紙
（
折
封
有
）

（
封
上
書
）「
諏
方
三
郎
助
」　

④
→
諏
訪
久
大
夫　

⑤
→
諏
訪
平
六　

⑥
→
諏
訪
権
次
郎　

⑦
→
諏
訪
八
郎
左
衛
門　
  

折
封
有

①
知
行
宛
行
状（
堪
忍
分
と
し
て　

石
）　

②
知
行
目
録（
父
八
郎
左
衛
門
所
知
之
内　

石
）　

③
知
行
目
録（
父
八
郎
左
衛
門
知
之
内　

石
）

１５０

１２０

３０

④
拝
領
目
録
（
白
銀
３
枚
）、
⑤
知
行
目
録
（
遺
知　

石
）、
⑥
知
行
目
録
（
養
父
遺
知　

石
）、
⑦
扶
持
目
録
（
隠
居
料
３
人
扶
持
）

６０

１２０

一
一

河
地
文
庫
目
録



５ 

知
行
宛
行
状
（
亡
父
八
郎
左
衛
門
跡
知　

石
） 

寛
文
３
年
７
月　

日 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５０

１６

（
本
多
）
安
房
政
長
（「
花
押
」）
→
諏
訪
八
郎
左
衛
門

６ 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

延
宝
２
年　

月　

日 

 

続
紙　

折
封
有  
艶
１

１５０

１２

１１

（
本
多
政
長
）
→
諏
訪
八
郎
左
衛
門　
（
封
上
書
）「
諏
方
八
郎
左
衛
門
」

７ 

諏
訪
家
先
祖
之
覚 

元
禄　

庚
申
２
月
日 

正
貞
→
諏
訪
半
平 

続
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１３

８ 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

元
禄　

辛
巳
年
９
月
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

１２０

１４

印
「（
本
多
）
政
敏
」
→
諏
訪
半
平　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
方
半
平
」

９ 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

元
禄　

辛
巳
年
９
月
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

３０

１４

印
「（
本
多
）
政
敏
」
→
諏
訪
三
郎
助　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
方
三
郎
助
」

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

正
徳
６
丙
申
年
６
月
日 

印
「（
本
多
）
政
質
」
→
諏
訪
尺
右
衛
門 

竪
紙   

艶
艶
艶
艶
１

１０

３０

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

正
徳
６
丙
申
年
６
月
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

１１

１２０

印
「（
本
多
）
政
質
」
→
諏
訪
半
平　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
方
半
平
」

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

享
保
９
甲
辰
年
６
月
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

１２

１２０

印
「（
本
多
）
政
昌
」
→
諏
訪
半
平　
（
封
上
書
）「
諏
方
半
平
」

　
 

扶
持
目
録
（
３
人
扶
持
） 

寛
保
２
年
４
月
８
日 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１３

→
諏
訪
久
大
夫　
（
封
上
書
）「
諏
訪
茂
作
」

一
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅱ　

主
家
・
親
類



　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

寛
延
元
戊
辰
年
９
月
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

１４

１２０

印
「（
本
多
）
政
行
」
→
諏
訪
半
平　
（
封
上
書
）「
諏
訪
半
平
」

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

宝
暦
（
４
）
年
（　

月
）
６
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

１５

６０

１２

印
「（
本
多
）
政
行
」
→
諏
訪
平
六　
（
封
上
書
）「
諏
訪
平
六
」

　
 

知
行
目
録
（
父
遺
知
之
内
残
知　

石
引
合
） 

宝
暦　

庚
申
正
月　

日 

→
諏
訪
平
六
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１６

６０

１０

２６

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

宝
暦　

庚
申
年
正
月　

日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

１７

１２０

１０

２６

印
「（
本
多
）
政
行
」
→
諏
訪
平
六
郎　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附
」

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

寛
政
２
庚
戌
年　

月　

日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

１８

１２０

１１

２７

印
「
本
政
房
州
（
本
多
政
行
）」
→
諏
訪
茂
作　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附
」

　
 

知
行
目
録
（
養
父
遺
知　

石
） 

寛
政
２
庚
戌　

月　

日 

→
諏
訪
茂
作 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１９

１２０

１１

２７

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

寛
政
８
丙
辰
年
６
月 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

２０

１２０

印
「（
本
多
）
政
成
」
→
諏
訪
茂
作　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
訪
平
六
郎
」

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

享
和
３
癸
亥
年
９
月 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

２１

１２０

印
「（
本
多
）
政
礼
」
→
諏
訪
八
左
衛
門　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
訪
八
左
衛
門
」

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

文
政
３
庚
申
年
９
月
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

２２

１２０

印
「（
本
多
）
政
和
」
→
諏
訪
八
左
衛
門　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
訪
八
左
衛
門
」

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

文
政
４
辛
巳
年　

月
６
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

２３

１２０

１０

印
「（
本
多
）
政
和
」
→
諏
訪
権
次
郎　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
訪
権
次
郎
」

一
三

河
地
文
庫
目
録



　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

嘉
永
元
戊
申
年
４
月
日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

２４

１２０

印
「（
本
多
）
政
通
」
→
諏
訪
弥
平
太　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
訪
弥
平
太
」

　
 

知
行
所
附
之
事
（　

石
） 

安
政
４
丁
巳
年
８
月　

日 

 

竪
紙　

折
封
有  
艶
１

２５

６０

１５

印
「（
本
多
）
政
均
」
→
諏
訪
与
三
郎　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
訪
与
三
郎
」

　
 

知
行
目
録
（
故
八
左
衛
門
知
行　

石
之
内
） 

安
政
４
丁
巳
年
８
月　

日 

→
諏
訪
与
三
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２６

１２０

１５

　
 

陸
軍
仮
軍
曹
辞
令
書 

辛
未
（
明
治
４
年
）
年
４
月 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

２７

金
沢
藩
→
諏
訪
八
郎　
（
封
上
書
）「
諏
訪
権
次
郎
」

　
 

陸
軍
准
少
尉
辞
令
書 

辛
未
（
明
治
４
年
）
年
７
月 

金
沢
藩
→
諏
訪
八
郎 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２８
　
 

軍
務
総
局
よ
り
辞
令
書
（
前
欠
） 

辛
未
（
明
治
４
年
）　

月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２９

１０

　
 

少
尉
心
得
に
て
召
集
隊
に
つ
き
申
渡
状 

辛
未
（
明
治
４
年
）　

月 

金
沢
県
→
陸
軍
准
中
尉
諏
訪
師
文 

切
紙　
  
艶
艶
艶
艶
１

３０

１１

　
 

遺
禄
相
続
申
付
状 

壬
申
（
明
治
５
年
）［　

］ 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

３１

石
川
県
→
諏
訪
故
八
郎
嫡
子
諏
訪
［　

］　
（
封
上
書
）「
諏
訪
与
三
郎
」

　
 

神
擡
助
持
分
之
事 

７
月　

日 

 

一
紙　

折
封
有  
艶
１

３２

２０

神
保
二
右
衛
門
尉
→
道
家
久
右
衛
門　
（
封
上
書
）「
諏
訪
久
大
夫
」

　
 

諏
訪
准
小
尉
率
兵
隊
上
途
前
夜
開
宴
賦 

８
月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３３

２２

　
 

横
浜
常
清
寺
諏
訪
師
文
墓
前
等
漢
詩 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３４
　
　

諏
訪
与
三
郎
跡
目
相
続
申
付
状 

年
未
詳 

（
封
上
書
）「
諏
訪
平
六
」 

切
続
紙 
折
封
有  

１

３５

一
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅱ　

主
家
・
親
類　
　

Ⅲ　

河
地
家



　
　

諏
訪
八
郎
准
中
尉
代
務
辞
令 

年
未
詳 

→
諏
訪
八
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３６
　
　

静
岡
県
徴
兵
支
署
へ
出
張
之
義
に
つ
き
書
簡 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３７
　
 

組
替
与
力
士
共
上
納
品
々
請
取
書
封 

文
化　

年
１
月　

日 

 

包
封  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３８

１３

２４

　
 

諏
訪
八
郎
左
衛
門
知
行
所
附
折
封 

年
未
詳 

 

折
封  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３９

→
諏
訪
八
郎
左
衛
門　
（
封
上
書
）「
知
行
所
付　

諏
訪
八
郎
左
衛
門
」

　
 

諏
訪
半
平
知
行
所
附
折
封 

年
未
詳 

 

折
封  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４０

→
諏
訪
半
平　
（
封
上
書
）「
知
行
所
附　

諏
訪
半
平
」

Ⅲ　

河
地
家

　
　

由
緒
・
家
系
・
履
歴

３１

１ 

系
図
帳 

嘉
永
元
年　

月
晦
日 

河
地
弥
次
右
衛
門 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

１０

１２

２ 

系
図
帳 

嘉
永
元
年　

月 

河
地
弥
次
右
衛
門 

横
帳
（
６
丁
）  

艶
１

１０

３ 

先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳 

明
治
３
年　

月 

本
多
資
松
当
分
管
轄
河
地
弥
→
士
族
方 

袋
綴
（
９
丁
）  

艶
１

１０

 

 

 

 

付
紙
２
枚
有

４ 

先
祖
由
緒
抜
書 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５ 

先
祖
由
緒
帳
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６ 

先
祖
由
緒
帳
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
仮
綴
３
丁
）  

１

７ 

河
地
吉
午
郎
履
歴
書 

明
治　

年
２
月 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１８

一
五

河
地
文
庫
目
録



８ 

河
地
吉
午
郎
履
歴
書 

明
治　

年
５
月 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１９

９ 

河
地
吉
午
郎
履
歴
書
（
後
欠
） 

明
治　

年
２
月 

身
元
引
受
人
河
地
権
三
郎
→ 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２０

　
 

河
地
無
求
士
族
指
加
に
つ
き
雛
形 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０
　
 

河
地
保
弘
名
札 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
７

１１

　
　

勤　
　

仕

３２

１ 

丹
波
高
城
責
に
て
首
取
覚 

年
未
詳 

河
地
半
左
衛
門 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２ 

手
寄
ヶ
所
し
ら
べ
越
候
様
申
伝
状 

（
天
保　

年
） 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１４

（
封
上
書
）「
御
近
習
頭
在
勤
中
天
保
十
四
年
十
月
十
一
日
夜
被
下
候
御
筆
」

３ 

勤
合
之
儀
御
免
許
聞
届
候
に
つ
き
申
渡
状 

卯
（
天
保　

年
）
３
月　

日 

三
宅
豊
大
夫
→
河
地
与
十
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１４

１７

４ 

御
近
習
被
仰
付
候
に
つ
き
申
渡
状 

午
（
弘
化
３
年
）
７
月
朔
日 

小
塚
半
左
衛
門
→
河
地
与
十
郎 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

５ 

乾
松
（
本
多
政
通
）
様
御
附
御
役
被
仰
付
候
に
つ
き
申
渡
状　

午
（
弘
化
３
年
）
７
月　

日 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１３

小
塚
半
左
衛
門
→
河
地
与
十
郎

６ 

乾
松
（
本
多
政
通
）
様
御
附
被
仰
付
候
に
つ
き
申
渡
状　

午
（
弘
化
３
年
）　

月　

日 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１１

１２

小
塚
半
左
衛
門
→
河
地
与
十
郎

７ 

勤
合
之
義
御
免
願
御
聴
に
つ
き
申
渡
状 

未
（
弘
化
４
年
）
２
月　

日 

千
秋
半
丞
→
河
地
与
十
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２４

８ 

御
近
習
御
加
用
役
被
仰
付
候
に
つ
き
申
渡
状 

未
（
弘
化
４
年
）　

月
８
日 

千
秋
半
丞
→
河
地
与
十
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

一
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



９ 

御
用
有
之
候
に
つ
き
呼
出
状 

（
嘉
永
２
年
以
前
）　

月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

２５

千
秋
半
丞
→
河
地
与
十
郎　
（
端
裏
書
）「
河
地
与
十
郎
殿　

千
秋
半
丞
」

　
 

加
州
津
幡
よ
り
武
州
板
橋
迄
駅
々
人
馬
帳 

嘉
永
５
年
閏
２
月 

河
地
弥
次
右
衛
門 

長
帳
（
９
丁
）  

艶
１

１０
　
 

御
上
京
御
供
に
て
道
中
在
京
中
日
記 

文
久
３
亥
年
６
月 

 

長
帳
（　

丁
）  

艶
１

１１

３７

　
 

上
京
に
つ
き
道
中
並
京
中
様
子
等
覚
書 

（
慶
応
３
年　

月
～　

月
） 

 

長
帳
（
６
丁
）  

艶
１

１２

１１

１２

　
 

諸
事
留 

慶
応
３
丁
卯
歳
年　

月
～
同
４
戊
辰
歳
２
月 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

１３

１１

１７

河
地　
（
端
裏
書
）「
徴
微
徹
」

　
 

大
宮
御
所
御
守
衛
兵
卒
半
隊
司
令
役
任
命
に
つ
き
口
上
書　

辰
（
明
治
元
年
）
９
月　

日　

→
篠
井 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１４

２９

　
 

今
晩
草
津
駅
御
止
宿
承
知
に
つ
き
書
状 

（
明
治
元
年
）　

月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５

１０

２２

生
駒
伝
七
郎
（
兵
卒
隊
長
）
→
河
地
弥
三
大
夫
（
半
隊
司
令
役
）

　
 

昨
日
無
事
京
着
に
つ
き
書
状 

辰
（
明
治
元
年
）　

月　

日 

 

切
続
紙 
包
封
有  

１

１６

１０

２４

河
地
弥
次
右
衛
門
→
河
地
弥
三
大
夫　
（
端
裏
書
）「
十
月
廿
四
日
出
」　
（
封
上
書
）「
十
月
廿
四
日
認　

河
地
弥
三
大
夫
殿　

河
地
弥
次
右
衛
門
」

　
 

大
宮
御
所
御
守
衛
九
番
隊
兵
卒
フ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
拝
借
願
并
許
可
状　

辰
（
明
治
元
年
）　

月
４
日 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１７

１１

河
地
弥
三
大
夫 
、
南
部
平
蔵
（
以
上
、
半
隊
司
令
役
）
→
篠
井
源
五
右
衛
門
、
堀
清
左
衛
門
、
留
田
長
左
衛
門
、
土
方
源
右
衛
門
、
河
地
弥
次
右
衛
門

（
奥
書
）　

月　

日　

河
地
弥
次
右
衛
門
→

１１

２０

　
 

兵
卒
フ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
願
一
件
に
つ
き
書
状 

（
明
治
元
年
）　

月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１８

１１

１５

片
岡
権
作
、
井
上
久
内
、
黒
沢
庄
九
郎
、
鏑
木
玄
助
、
萩
野
善
右
衛
門
→
河
地
弥
三
大
夫
、
南
部
平
蔵　

（
端
裏
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
様
等
へ　

片
岡
健
作
等
」

一
七

河
地
文
庫
目
録



　
 

兵
卒
へ
ケ
ッ
ト
ウ
今
便
指
立
に
つ
き
書
状 

（
明
治
元
年
）　

月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１９

１１

２０

藤
田
三
右
衛
門
→
河
地
弥
三
大
夫
、
南
部
平
蔵

　
 

九
番
隊
兵
卒
フ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
ウ
拝
借
願
一
件
書
類
下
書　

辰
（
明
治
元
年
）　

月
～　

月 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２０

１１

１２

　
 

フ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
拝
借
之
儀
に
つ
き
礼
状
下
書 

辰
（
明
治
元
年
）　

月 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２１

１２

河
地
、
南
部
→
篠
井
、
堀
、
留
田
、
土
方
、
河
地

　
 

兵
卒
へ
申
渡
に
つ
き
添
状 

（
明
治
２
年
）
正
月 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２２

生
駒
伝
七
郎
（
兵
卒
隊
長
）
→
河
地
弥
三
大
夫
（
半
隊
司
令
役
）

　
 

陪
臣
等
英
式
稽
古
方
に
つ
き
書
状 

（
明
治
元
年
）　

月
４
日 

（
端
裏
書
）「
十
一
月
四
日
書
取
」 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２３

１１

　
 

英
式
歩
兵
稽
古
方
に
つ
き
書
状 

（
明
治
元
年
）　

月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２４

１１

２４

林
七
郎
左
衛
門
→
（
河
地
）
弥
三
大
夫　
（
端
裏
書
）「
済　

十
一
月
廿
四
日
出　

林
」

　
 

英
式
歩
兵
稽
古
方
に
つ
き
中
小
将
以
上
へ
触
写　

辰
（
明
治
元
年
）　

月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２５

１１

（
端
裏
書
）「
十
一
月　

中
小
将
以
上
江
触
写
」

　
 

英
式
歩
兵
稽
古
概
要
筆
物
写 

（
明
治
元
年
） 

（
端
裏
書
）「
御
筆
物
写
」 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２６
　
 

前
田
将
監（
恒
敬
）様
よ
り
仰
渡
に
つ
き
添
状 

辰
（
明
治
元
年
）　

月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２７

１２

１５

大
薮
清
八
郎
、
生
駒
伝
七
郎
（
以
上
、
兵
卒
隊
長
）
→
池
田
準
之
介
、
河
地
弥
三
大
夫
、
南
部
平
蔵
、
大
脇
兵
右
衛
門
（
以
上
、
半
隊
司
令
役
）

　
 

士
族
等
に
被
指
加
候
書
面
雛
形
等
留 

（
明
治
）
庚
午
３
年
７
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
２

２８
　
 

組
替
御
礼
之
義
に
つ
き
献
上
手
筈
等
申
付
状 

未
４
月
朔
日 

千
秋
半
丞
→
河
地
弥
三
大
夫 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２９

一
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

御
用
有
之
候
に
つ
き
呼
出
状 

３
月　

日 

 

切
紙　

包
封
有  
艶
１

３０

２９

千
秋
半
丞
→
河
地
弥
次
右
衛
門　
（
端
裏
書
）「
河
地
弥
次
右
衛
門
殿　

千
秋
半
丞
」　
（
封
上
書
）「
河
地
弥
次
右
衛
門
殿　

千
秋
半
丞
」

　
 

御
用
有
之
候
に
つ
き
呼
出
状 

３
月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３１

２９

千
秋
半
丞
→
河
地
弥
三
太
夫　
（
端
裏
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
殿　

千
秋
半
丞
」

　
 

御
用
有
之
候
に
つ
き
呼
出
状 

３
月
晦
日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３２

井
村
源
太
夫
→
河
地
弥
三
太
夫　
（
端
裏
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
殿　

井
村
源
太
夫
」

　
 

御
用
可
有
御
座
候
に
つ
き
在
宅
申
付
状 

４
月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３３

２６

大
森
豊
左
衛
門
→
河
地
弥
三
太
夫　
（
端
裏
書
）「
大
森
豊
左
衛
門
→
河
地
弥
三
太
夫
」

　
 

御
渡
し
品
御
座
候
に
つ
き
呼
出
状 

５
月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３４

２０

江
守
隼
太
→
河
地
弥
三
太
夫　
（
端
裏
書
）「
江
守
隼
太
→
河
地
弥
三
太
夫
」

　
 

陪
臣
給
禄
方
に
つ
き
書
状
等
写 

６
月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３５

２４

大
参
事
→
士
族
長　
（
奥
書
）
６
月　

日　

藩
庁
→
士
族
長

１９

　
 

御
用
御
座
候
に
つ
き
呼
出
状 

７
月
３
日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３６

吉
田
新
左
衛
門
→
河
地
弥
三
大
夫　
（
端
裏
書
）「
吉
田
新
左
衛
門
→
河
地
弥
三
太
夫
」

　
 

御
用
御
座
候
に
つ
き
呼
出
状 

７
月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３７

１８

篠
井
十
蔵
→
河
地
弥
三
太
夫　
（
端
裏
書
）「
篠
井
十
蔵
→
河
地
弥
三
太
夫
」

　
 

退
出
後
よ
り
御
出
被
仰
出
候
に
つ
き
呼
出
状 

８
月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３８

２０

井
村
瀬
兵
衛
→
河
地
弥
三
大
夫　
（
端
裏
書
）「
井
村
瀬
兵
衛
→
河
地
弥
三
太
夫
」

一
九

河
地
文
庫
目
録



　
 

書
写
御
用
御
座
候
に
つ
き
呼
出
状 

　

月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３９

１１

２５

大
森
豊
左
衛
門
→
河
地
弥
三
大
夫　
（
端
裏
書
）「
急
御
用　

河
地
弥
三
大
夫
様　

大
森
豊
左
衛
門
」

　
 

私
共
身
分
之
義
に
つ
き
願
書
等
留 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
２

４０
　
 

陪
臣
よ
り
士
族
御
召
出
に
つ
き
免
相
之
義
引
直
願　

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
２

４１
　
 

金
沢
一
等
副
戸
長
依
願
免
官
状 

壬
申
（
明
治
５
年
）
９
月
８
日 

第
九
区
河
地
保
定
→
石
川
県
庁 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４２
　
 

学
事
世
話
掛
委
嘱
状 

明
治　

年
７
月
６
日 

戸
長
役
場
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４３

１９

　
 

町
会
議
員
当
選
通
知
書 

明
治　

年　

月　

日 

戸
長
役
場
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

一
紙
（
木
版
）  

艶
１

４４

１９

１２

２８

　
 

金
沢
区
竪
町
外
七
十
四
ヶ
町
連
合
町
会
議
員
補
欠
員
当
選
通
知
書　

明
治　

年
１
月　

日 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４５

２０

１５

戸
長
役
場
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

　
 

学
事
委
員
辞
令
書 

明
治　

年
９
月　

日 

石
川
県
→
河
地
権
三
郎 

一
紙
（
木
版
）  

艶
１

４６

２０

２７

　
 

幹
事
改
選
当
選
通
知
書 

明
治　

年　

月　

日 

葵
園
会
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４７

３６

１２

１３

　
 

嘱
託
募
集
命
令
書 

明
治　

年
５
月
１
日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４８

４５

福
寿
生
命
保
険
株
式
会
社
金
沢
出
張
所
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

　
 

包
封 

　

月
５
日 

 

包
封   

艶
艶
艶
艶
１

４９

１２

堀
四
郎
大
夫
→
河
地
弥
三
大
夫
、
南
部
平
蔵　
（
封
上
書
）「
十
二
月
五
日
出　

京
河
原
町
御
屋
敷
ニ
お
い
て
河
地
弥
三
大
夫
様
、
南
部
平
蔵
様

堀
四
郎
大
夫
」

二
〇

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

包
封 

年
未
詳 

 

包
封   

艶
艶
艶
艶
１

５０

フ
崎
知
太
夫
→
河
地
弥
三
大
夫　
（
封
上
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
様　

フ
崎
知
太
夫
」

　
　

知　
　

行

３３

１ 

知
行
宛
行
状
（
長
井
郡
中
小
松
之
内　

石
） 

慶
長　

年
８
月　

日 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２００

１０

１８

大
和
守
（
本
多
政
重
）（「
花
押
」）
→
河
地
半
左
衛
門

２ 

知
行
目
録
（
父
知
行　

石
） 

享
保
３
年
２
月　

日 

→
河
地
伴
九
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５０

１５

３ 

知
行
目
録
（
養
父
遺
知　

石
） 

享
保　

丁
未　

月　

日 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１５０

１２

１０

２６

→
河
地
内
右
衛
門　
（
封
上
書
）「
河
地
内
右
衛
門
」

４ 

扶
持
目
録
（
３
人
扶
持
） 

宝
暦
元
辛
未　

月　

日 

→
河
地
紋
丞　
（
封
上
書
）「
河
地
紋
丞
」 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１２

１１

５ 

拝
領
目
録
（
銀
３
枚
） 

宝
暦
２
申　

月　

日 

→
河
地
紋
丞　
（
封
上
書
）「
河
地
紋
丞
」 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１２

１６

６ 

知
行
目
録
等
書
簡 

①
安
永
２
癸
巳　

月
晦
日　

②
年
未
詳 

①
②
切
紙 
折
封
有  
艶
２

１２

①
→
河
地
団
右
衛
門　

②
→
河
地
与
十
郎　
（
封
上
書
）「
河
地
団
右
衛
門
」

①
知
行
目
録
（
養
父
遺
知　

石
）　

②
中
小
将
組
申
付
状
（
年
中
銀
７
枚
）

１５０

７ 

拝
領
目
録
（
銀
７
枚
） 

天
明
８
戊
辰
２
月　

日 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

２１

→
河
地
弥
三
大
夫　
（
封
上
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
」

８ 

役
料
銀
目
録
等
書
簡　
 

①
文
化
７
庚
午　

月　

日　

②
午　

月　

日 

①
②
切
紙  
艶
艶
艶
２

１２

２４

１２

２４

①
②
→
河
地
弥
太
郎

①
役
料
銀
目
録
（
銀
７
枚
）　

②
中
小
将
組
御
加
用
役
申
付
状

二
一

河
地
文
庫
目
録



９ 

知
行
目
録
等
書
簡 

①
文
化　

丙
子　

月　

日　

②
（
文
化　

年
） 

①
②
切
紙 
折
封
有  
艶
２

１３

１１

２４

１３

①
②
→
河
地
小
三
郎　
（
封
上
書
）「
河
地
小
三
郎
」

①
知
行
目
録
（
養
父
遺
知　

石
）　

②
大
組
申
付
状

１５０

　
 

拝
領
目
録
（
銀
７
枚
） 

天
保　

壬
寅　

月　

日 

→
河
地
与
十
郎　
（
封
上
書
）「
河
地
与
十
郎
」 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１０

１３

１２

２６

　
 

知
行
目
録
等
書
簡 

①
弘
化
４
丁
未　

月　

日　

②
（
弘
化
４
年
）　

③
５
月　

日
～　

日 

①
②
切
紙
、
③
④
⑤
折
紙  

５

１１

１２

１３

１１

１９

 

 

④
５
月　

日
～　

日　

⑤
５
月　

日
～
６
月
２
日 

折
封
有

２１

２６

２８

①
②
→
河
地
弥
次
右
衛
門　
（
封
上
書
）「
御
当
代
様 
御
筆
」

①
知
行
目
録
（
加
増　

石
）　

②
懈
怠
な
く
相
勤
に
つ
き
御
加
増
申
渡
状
（
加
増　

石
）　

③
④
⑤
能
舞
台
演
目

２０

２０

　
 

知
行
目
録
（
加
増　

石
） 

嘉
永
４
辛
亥
２
月　

日 

→
河
地
弥
次
右
衛
門 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

３０

２９

　
 

役
料
銀
目
録
（
加
増
銀
２
枚
） 

安
政
６
己
未
４
月
朔
日 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１３

→
河
地
弥
三
大
夫　
（
封
上
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
」

　
 

役
料
銀
目
録
等
書
簡　
 

①
慶
応
元
乙
丑　

月　

日　

②
年
未
詳 

切
紙　

折
封
有  
艶
２

１４

１２

１１

①
②
→
河
地
弥
三
太
夫　
（
封
上
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
」

①
役
料
銀
目
録
（
加
増
銀
１
枚
）　

②
懈
怠
な
く
相
勤
に
つ
き
御
加
増
申
渡
状
（
加
増
銀
２
枚
）

　
 

知
行
目
録
（
父
知
行　

石
） 

明
治
２
己
巳　

月　

日 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１５

２００

１１

２２

→
河
地
弥
三
大
夫　
（
封
上
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
」

二
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

懈
怠
な
く
相
勤
に
つ
き
御
加
増
申
渡
状
（
加
増　

石
）　

年
未
詳 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１６

３０

→
河
地
弥
次
右
衛
門　
（
封
上
書
）「
河
地
弥
三
大
夫
」

　
 

篠
井
源
五
右
衛
門
組
才
許
に
つ
き
御
加
増
申
付
状
（
加
増
銀
１
枚
）　

年
未
詳 

→
河
地
弥
三
大
夫 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１７

　
　

遺　
　

書

３４

１ 

河
地
弥
次
右
衛
門
遺
書 

嘉
永
（
朱
書
「
文
久
３
年
６
月
」）  

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

河
地
弥
右
衛
門
→
千
秋
半
丞
、
井
村
源
太
夫
、
篠
井
源
五
右
衛
門
、
河
崎
市
丞
（
朱
書
「
堀
、
千
秋
、
富
田
」）

２ 

河
地
弥
三
太
夫
遺
書 

安
政
６
年
未
９
月　

日
（
朱
書
「
文
久
３
年
亥
５
月
」） 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５

河
地
弥
三
太
夫
→
井
村
源
太
夫
、
篠
井
源
五
右
衛
門
、
河
崎
市
丞
、
堀
清
左
衛
門
、
千
秋
半
丞
、（
朱
書
）
富
田
長
左
衛
門

３ 

河
地
弥
三
太
夫
遺
書 

文
久
３
年
亥
６
月
２
日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

河
地
弥
三
太
夫
→
篠
井
源
五
右
衛
門
、
河
崎
市
丞
、
堀
清
左
衛
門
、
千
秋
半
丞
、
土
方
源
右
衛
門

４ 

河
地
弥
三
太
夫
遺
書 

①
元
治
元
年
子
７
月　

②
元
治
元
年
７
月 

①
②
切
紙  
艶
艶
艶
２

①
河
地
弥
三
太
夫
→
篠
井
源
五
右
衛
門
、
堀
清
左
衛
門
、
千
秋
半
丞
、
富
田
長
左
衛
門
、
土
方
源
右
衛
門

②
河
地
弥
三
太
夫
→
（
朱
書
「
篠
井
、
堀
、
千
秋
、
富
田
、
土
方
」）

５ 

河
地
弥
次
右
衛
門
遺
書 

①
慶
応
３
年
９
月　

②
年
未
詳 
 

①
②
切
続
紙  
艶
艶
２

①
河
地
弥
次
右
衛
門
→
篠
井
源
五
右
衛
門
、
堀
清
左
衛
門
、
富
田
長
左
衛
門
、
土
方
源
右
衛
門　

②
河
地
弥
次
右
衛
門

６ 

河
地
弥
次
右
衛
門
遺
書 

明
治
３
年
７
月 

河
地
弥
次
右
衛
門 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

７ 

河
地
弥
次
右
衛
門
遺
書 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

８ 

河
地
弥
次
右
衛
門
遺
書
（
後
欠
） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

二
三

河
地
文
庫
目
録



　
　

家　
　

計

３５

１ 

支
払
覚 

明
治
３
年
～
８
年 

 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

３５

２ 

出
納
帳 

明
治
４
年 

 

長
帳
（　

丁
）  

艶
１

１０

３ 

金
拝
借
証
書 

明
治
７
年　

月 

河
地
保
定
（「
印
」）
→
林
安
敬 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１１

４ 

拝
借
金
返
上
通 

明
治
７
年
戊　

月
借 

河
地
保
定 

長
帳
（
３
丁
）  

艶
１

１１

５ 

資
金
代
借
願
（
前
欠
） 

明
治
８
年
３
月 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

金
沢
製
糸
社
副
社
長
津
田
近
三
、
小
川
忠
富
→
本
多
（
政
以
）

６ 

支
払
覚 

明
治
８
年 

 

長
帳
（
５
丁
）  

艶
１

７ 

収
支
帳 

明
治
８
年
～　

年 

 

長
帳
（　

丁
）  

艶
１

１３

４７

８ 

貸
付
金
返
納
覚 

（
明
治
）　

年 

 

横
帳
（
２
丁
）  

艶
１

１２

９ 

酒
代
等
覚 

明
治　

年
４
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１３

　
 

金
額
借
用
証 

明
治　

年
７
月
１
日 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０

１４

七
尾
分
病
院
新
築
御
用
係
惣
代
島
田
辛
一
郎
（「
印
」）、
同
新
築
負
担
者
惣
代
鈴
木
辰
次
（「
印
」）、
同
新
築
医
員
惣
代
安
田
元
吉
（「
印
」）

→
河
地
権
三
郎

　
 

借
用
金
返
済
期
限
延
期
願 

明
治　

年
９
月　

日 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１１

１４

１８

七
尾
分
病
院
新
築
御
用
係
惣
代
島
田
辛
一
郎
（「
印
」）、
忌
引
中
真
館
与
四
郎
→
河
地
権
三
郎

二
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

金
借
用
証
書
并
買
請
証 

明
治　

年
７
月
５
日 

 

罫
紙
綴
（
２
丁
）  

１

１２

１５

島
田
辛
一
郎
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎　
（
奥
書
）
明
治　

年
７
月
１
日　

松
又
右
衛
門
（「
印
」）
→
嶋
田
辛
一
郎

１５

　
 

金
額
借
用
証 

明
治　

年　

月 

 

罫
紙
綴
（
２
丁
）  
艶
１

１３

１５

１１

借
主
島
田
辛
一
郎
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎　
（
奥
書
）「
請
人
徳
田
孫
助
（「
印
」）、
真
館
与
四
郎
（「
印
」）
→
安
田
元
吉
（「
印
」）、
安
田
再
次
郎
（「
印
」）」

　
 

金
借
用
証
書 

明
治　

年
２
月　

日 

 

罫
紙
綴
（
仮
綴
２
丁
）  
１

１４

１６

２３

島
田
辛
一
郎
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎　
（
奥
書
）「
戸
長
松
田
久
左
衛
門
（「
印
」）」 

　
 

秋
山
破
戒
記
事 

明
治　

年
霜
秋
始
之 

山
野
跋
渉
遊
人 

罫
紙
綴
（
９
丁
）、
付
紙
有  

１

１５

１８

　
 

薬
代
受
領
証 

明
治　

年　

月　

日 

至
親
堂
（「
印
」）
→
河
地
吉
五
郎 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１６

２０

１０

１１

　
 

弁
当
代
金
領
収
書 

明
治　

年　

月　

日 

杏
雲
堂
医
院
賄
方
（「
印
」）
→
河
地 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１７

２０

１０

１４

　
 

入
院
料
等
領
収
書 

明
治　

年　

月　

日 

杏
雲
医
院
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１８

２０

１０

１５

　
 

諸
品
代
金
領
収
書 

明
治　

年　

月　

日 

杏
雲
医
院
（「
印
」）
→
河
地 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１９

２０

１０

２４

　
 

弁
当
代
金
領
収
書 

明
治　

年　

月　

日 

杏
雲
堂
医
院
賄
方
（「
印
」）
→
河
地 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２０

２０

１０

２４

　
 

入
院
料
等
領
収
書 

明
治　

年　

月　

日 

杏
雲
医
院
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２１

２０

１０

２４

　
 

河
地
吉
五
郎
処
方
箋 

明
治　

年　

月　

日 

杏
雲
堂
医
院
（「
印
」）
→
河
地
吉
五
郎 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２２

２０

１０

２４

　
 

河
地
吉
午
郎
診
断
書 

明
治　

年　

月　

日 

宮
嶋
義
信
→
河
地
吉
午
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２３

２０

１０

２５

　
 

東
行
出
費
記 

丁
亥
（
明
治　

年
）　

月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２４

２０

１０

　
 

公
租
等
諸
税
上
納
帳 

明
治　

年
１
月
改 

河
地
権
三
郎 

横
帳
（
３
丁
）  

艶
１

２５

２１

　
 

金
預
り
証
書 

明
治　

年
４
月
４
日 

峰
直
壮
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２６

２１

　
 

金
借
用
証
書 

明
治　

年
８
月　

日 

大
河
原
定
文
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２７

２４

１４

二
五

河
地
文
庫
目
録



　
 

金
借
用
証
書 

明
治　

年　

月
５
日 

大
河
原
定
文
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２８

２４

１２

　
 

十
二
月
分
支
払
覚 

（
明
治
）　

年　

月 

 

袋
綴
（
３
丁
）  

艶
１

２９

２７

１２

　
 

火 

・
小
炭
代
等
覚 

明
治　

年
８
月　

日 

安
田
→
河
地 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３０

３７

１４

　
 

醤
油
御
通
帳 

明
治　

年
１
月
吉
日 

木
谷
→
河
地　
（
裏
書
）「
河
地
様
」 

横
帳
（
４
丁
）  

艶
１

３１

３９

　
 

外
国
米
代
金
受
取
証 

明
治　

年
７
月
５
日 

合
資
会
社
高
島
精
米
場
（「
印
」）
→
河
地 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３２

４０

　
 

貸
金
利
息
受
取
証 

明
治　

年
６
月
２
日 

松
川
兼
太
郎
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３３

４１

　
 

平
城
漫
々
録
（
奈
良
出
張
収
支
覚
等
） 

明
治　

年　

月
下
旬 

天
涯
生 

長
帳
（
４
丁
）  

艶
１

３４

４３

１０

　
 

送
金
に
つ
き
電
報 

（
明
治
）　

月　

日 

河
地
権
三
郎
→
河
地
金
代 

用
紙　

封
筒
有  
艶
１

３５

１０

１２

　
 

送
金
に
つ
き
電
報 

（
明
治
）　

月　

日 

大
河
原
定
文
→
河
地
権
三
郎 

用
紙　

封
筒
有  
艶
１

３６

１０

２８

　
 

出
納
帳 

（
明
治
） 

 

長
帳
（　

丁
）  

艶
１

３７

１２

　
 

新
伝
製
糸
場
創
立
に
つ
き
資
金
借
入
願
（
後
欠
）　
（
明
治
） 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３８
　
 

養
老
保
険
極
度
額
改
定
通
知
書 

大
正
元
年
９
月　

日 

 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３９

２４

万
歳
生
命
保
険
株
式
会
社
金
沢
出
張
所
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎　
（
奥
書
）「
大
正
元
年
９
月　

日　

社
長
」

２１

　
 

納
税
証
明
願  

大
正
４
年 

河
地
権
三
郎
（「
印
」）
→
石
川
県 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４０
　
 

金
借
用
証
書 

大
正
６
年
７
月　

日 

河
地
権
三
郎
（「
印
」）
→
大
沢
俊
蔵 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４１

１０

　
 

金
借
用
証
書 

大
正
６
年
８
月
９
日 

河
地
権
三
郎
（「
印
」）
→
大
沢
俊
蔵 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４２

二
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

日
本
勧
業
銀
行
発
行
債
券
預
証 

大
正
６
年　

月
９
日 

 

罫
紙   

艶
艶
艶
艶
１

４３

１１

河
地
権
三
郎
（「
印
」）
→
日
本
勧
業
合
資
会
社

　
 

金
借
用
証
書 

大
正
６
年　

月　

日 

河
地
権
三
郎
（「
印
」）
→
大
沢
俊
蔵 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４４

１２

３１

　
 

印
鑑
証
明
手
数
料
領
収
証 

（
大
正
７
年
） 

金
沢
市
金
庫
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４５
　
 

住
所
寄
留
届
雛
形 

（
大
正
）
１
月　

日 

清
水
慥
→
市
長 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４６

１４

　
 

箪
足
袋
代
等
請
取
書
（
断
簡
） 

亥
５
月　

日 

小
川
与
兵
衛
（「
印
」）
→ 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

４７

１０

　
 

小
道
具
代
等
受
取
覚 

亥
５
月　

日 

末
友
久
兵
衛
→
河
地 

こ
よ
り
綴
（
２
丁
）  
艶
１

４８

１０

　
 

単
足
袋
代
等
請
取
書 

亥　

月
５
日 

小
川
与
兵
衛
（
内
）
竹
の
友
七
→
河
地 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４９

１２

　
 

代
金
割
覚 

４
月 

青
山 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５０
　
 

茶
碗
代
等
書
上 

４
月 

山
田
や
→
河
地 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５１
　
 

下
宿
料
受
取
書 

　

月
９
日 

磯
野
む
ら
→
河
地 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５２

１０

　
 

本
郷
大
学
校
使
代
等
請
取
書 

　

月　

日 

小
林
岩
吉
→
河
地 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５３

１０

１０

　
 

野
々
市
よ
り
京
都
迄
賃
銭
請
取
覚 

　

月　

日 

山
川
藤
五
郎
→
青
池 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

５４

１０

２６

　
 

吉
五
郎
病
気
に
つ
き
入
院
代
等
覚 

　

月 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５５

１０

　
 

こ
ん
に
ゃ
く
代
等
受
取
書 

　

月 

磯
野
（「
印
」） 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５６

１０

　
 

諸
事
覚
帳 

　

月
～　

月 

 

長
帳
（
４
丁
）  

艶
１

５７

１０

１２

　
 

代
金
覚 

　

月　

日 

栃
木
筆
→
上 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５８

１１

１６

　
 

赤
金
上
な
べ
代
等
覚 

　

月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５９

１１

２８

印
「
京
都
建
仁
寺
町
五
条
上
ル
京
都
銅
打
物
師
中
屋
源
助
」
→
河
地

二
七

河
地
文
庫
目
録



　
 

収
支
書
上 

年
未
詳 

日
末
鯨
社
中
→
金
沢 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６０
　
 

出
納
帳 

年
未
詳 

出
納
課 

長
帳
（　

丁
）  

艶
１

６１

１５

　
 

布
代
書
上 

年
未
詳 

な
べ
や
呉
服
店
→ 
河
瀬　
  

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

（
マ
マ
）

６２
　
 

公
債
証
書
送
付
に
つ
き
領
収
証
提
出
通
知 

年
未
詳 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６３

石
川
大
林
［　
　

］
会
計
課
→
河
地
権
三
郎　
（
林
野
整
理
局
石
川
支
局
用
紙
）

　
 

願
届
文
例
綴 

年
未
詳 

島
田
文
次
郎 

罫
紙
綴
（　

丁
）  
艶
１

６４

１４６

　
 

小
国
屋
支
払
代
金
等
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６５
　
 

燈
竜
天
蓋
代
等
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６６
　
 

蓮
根
代
等
覚 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６７
　
 

素
麺
代
等
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６８
　
 

煙
草
代
等
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６９
　
 

椎
茸
代
等
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７０
　
 

膳
部
等
書
上 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
５
丁
）  
艶
１

７１
　
 

焼
饅
頭
数
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７２
　
 

大
中
折
等
数
量
書
上
（
前
欠
） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７３
　
 

箪
笥
等
道
具
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７４
　
 

道
具
覚 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

７５

二
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

学
費
等
支
出
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７６
　
 

病
院
分
等
出
納
書
上 

年
未
詳 

 

長
帳
（
６
丁
）  

艶
１

７７
　
 

金
代
発
足
に
つ
き
入
費
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７８
　
 

道
中
入
用
并
装
束
等
調
理
帳 

年
未
詳 

 

横
帳
（
６
丁
）  

艶
１

７９
　
 

日
数
分
金
額
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

８０

　
　

土
地
・
建
物

３６

１ 

地
券 

明
治
６
年　

月 

 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

石
川
県
令
内
田
政
風
（「
印
」）、
少
属
室
原
円
重
（「
印
」）
受
付
→
地
主
岩
内
義
平　
（
裏
書
）「
右
更
正
授
与
之　

明
治　

年　

月　

石
川
県
（「
印
」）」

１２

１０

２ 

地
租
上
納
関
係
書
類 

①
明
治
６
年　

②
年
未
詳 

 

①
袋
綴
（
３
丁
）  

２

①
河
地
権
三
郎 

 

 

②
一
紙

①
地
租
上
納
帳　

②
居
屋
敷
間
数
図
面

３ 

地
券 

明
治　

年
６
月 

 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

石
川
県
（「
印
」）
→
石
田
保
謙　
（
裏
書
）「
明
治　

年　

月
３
日　

主
事
金
沢
区
長
梅
原
可
也
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎
」

１５

１１

４ 

地
所
建
物
売
渡
証
文 

明
治　

年　

月　

日 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５

１０

１１

石
田
保
謙
、
代
理
平
野
八
郎
→
河
地
権
三
郎　
（
奥
書
）
戸
長
末
岡
愛
信
（「
印
」）

５ 

建
物
売
買
書 

明
治　

年　

月　

日 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５

１０

１１

建
物
持
主
石
田
保
謙
、
代
理
平
野
八
郎
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

二
九

河
地
文
庫
目
録



６ 

質
入
建
物
図
面 

明
治　

年
２
月　

日
（
明
治　

年
５
月　

日
消
印
） 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１６

２３

１７

３１

建
物
持
主
島
田
辛
一
郎
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

７ 

地
所
建
物
売
渡
証 

明
治　

年
５
月
２
日 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２５

（
売
渡
人
）
生
沼
曹
六
、
質
人
生
沼
曹
貫
→
（
買
請
人
）
岡
部
昌
信

８ 

宅
地
坪
数
書
上
并
図
面 

明
治　

年　

月　

日 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２６

１２

２６

（
所
有
者
）
大
河
原
定
方
、
後
見
人
本
多
文
、
親
戚
林
安
敬
（「
印
」
後
消
）、
親
戚
后
見
人
代
人
河
地
権
三
郎
（「
印
」
後
消
）

９ 

宅
地
登
記
書 

明
治　

年
４
月
８
日 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２９

　
 

宅
地
坪
数
書
上
并
図
面 

明
治　

年　

月　

日 

売
渡
人
笠
爪
賢
四
郎
、
買
請
人
桜
井
学 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０

２９

１２

１１

　
 

建
物
種
類
及
坪
数
届 

明
治　

年
１
月 

高
橋
作
五
郎
→
石
川
県
知
事
古
沢
滋 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１１

３０

　
 

建
物
種
類
及
坪
数
届 

明
治　

年
１
月 

岩
田
作
兵
衛
→
石
川
県
知
事
古
沢
滋 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

３０

　
 

土
地
建
物
所
有
権
保
存
に
つ
き
登
記
申
請
書 

明
治　

年
７
月
６
日 

岩
内
義
平
（「
印
」）
→
金
沢
区
裁
判
所 

袋
綴
（
３
丁
）  

艶
１

１３

３２

　
 

宅
地
建
物
売
渡
約
定 

明
治　

年
７
月　

日 

河
地
権
三
郎
（「
印
」
後
消
）
→
藤
島
豊
丸 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１４

３２

２７

　
 

登
記
保
証
書 

明
治　

年
８
月　

日 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５

３２

１１

保
証
人
桜
井
学
（「
印
」）、
保
証
人
岡
部
昌
行
（「
印
」）
→
金
沢
区
裁
判
所

　
 

土
地
建
物
売
渡
証 

明
治　

年
８
月 

岩
内
義
平
→
河
地
権
三
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１６

３２

　
 

登
記
申
請
書 

明
治　

年
１
月　

日 

河
地
権
三
郎
（「
印
」）
→
金
沢
区
裁
判
所 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１７

３３

２７

　
 

名
義
人
表
示
変
更
に
つ
き
登
記
申
請
書 

明
治　

年
１
月　

日 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１８

３３

２７

三
〇

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

宅
地
建
物
抵
当
に
つ
き
金
借
用
証
書 

明
治　

年
６
月　

日 

 

袋
綴
（
４
丁
）  

艶
１

１９

３３

１６

債
務
者
河
地
権
三
郎
（「
印
」）
→
大
屋
秀
政

　
 

宅
地
登
記
書 

明
治　

年
８
月　

日 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２０

３４

１２

　
 

登
記
貸
付
金
お
よ
び
利
子
受
取
証 

明
治　

年
９
月　

日 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２１

３７

３０

抵
当
権
者
大
屋
秀
政
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

　
 

登
記
貸
付
金
お
よ
び
利
子
受
取
証 

明
治　

年
９
月　

日 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２２

３７

３０

抵
当
権
者
大
屋
秀
政
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

　
 

宅
地
建
物
抵
当
解
除
証 

明
治　

年
９
月　

日 

大
屋
秀
政
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２３

３７

３０

　
 

登
記
貸
付
金
お
よ
び
利
子
受
取
証 

明
治　

年
９
月　

日 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２４

３７

３０

抵
当
権
者
大
屋
秀
政
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

　
 

家
屋
税
の
件
に
て
坪
数
取
調
の
節
届
出
図
面 

明
治
某
年 

 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２５
　
 

建
物
賃
貸
借
契
約
証
書
雛
形 

年
未
詳 

印
（「
河
地
」） 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２６
　
 

建
物
賃
貸
借
契
約
証
書
雛
形 

年
未
詳 

 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２７
　
 

土
地
建
物
売
渡
証
雛
形 

年
未
詳 

→
中
村
蔵
太 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２８
　
 

建
物
種
類
及
坪
数
届 

年
未
詳 

岩
内
義
平
→
石
川
県
知
事
古
沢
滋 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２９
　
 

御
所
有
地
桑
田
据
置
願 

年
未
詳 

岩
内
義
平
他
３
名 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３０
　
 

備
忘
筌
（
登
記
関
係
等
） 

年
未
詳 

漁
塊
生 

罫
紙
綴
（　

丁
）  
艶
１

３１

３１

　
 

家
坪
数
図
面 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

３２

２０

３０

　
 

下
主
馬
町
家
屋
図
（
河
地
家
） 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

３３

２３

３２

三
一

河
地
文
庫
目
録



　
 

下
主
馬
町
宅
地
図
面 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

３４

２８

４０

　
 

家
屋
図
面 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

３５

２０

３０

　
 

宅
地
図
面
并
其
他
書
上 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３６
　
 

宅
地
図
面 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３７
　
 

建
物
回
面
雛
形 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３８

　
　

交　
　

際

３７

１ 

珍
物
頂
戴
に
つ
き
礼
状 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

本
多
素
立
軒
（
政
長
）
→　
（
端
裏
書
）「
従
本
多
素
立
軒
」

２ 

御
自
分
様
額
に
角
入
後
呼
出
状 

（
弘
化
３
年
）
６
月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２９

河
地
弥
次
右
衛
門
→
河
地
与
十
郎　
（
端
裏
書
）「
河
地
与
十
郎
様　

河
地
弥
次
右
衛
門
」

３ 

御
自
分
前
髪
執
候
後
呼
出
状 

（
弘
化
４
年
）　

月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１１

１５

河
地
弥
次
右
衛
門
→
河
地
与
十
郎　
（
端
裏
書
）「
河
地
与
十
郎
様　

河
地
弥
次
右
衛
門
」

４ 

発
瘡
等
に
つ
き
見
舞
状 

２
月
７
日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

河
波
多
仲
→
（
河
地
）
与
十
郎　
（
端
裏
書
）「
貴
翰　

与
十
郎
様　
　

河
波
多
仲
」

５ 

親
父
様
よ
り
御
壱
封
御
届
に
つ
き
書
状 

　

月
４
日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１１

矢
知
大
夫
→
（
河
地
）
弥
三
太
夫　
（
端
裏
書
）「
弥
三
太
夫
様　

矢
知
大
夫
」

三
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



６ 

干
い
わ
し
進
上
等
に
つ
き
書
状 

　

月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１１

２５

大
河
原
三
四
郎
→
河
地
弥
三
太
夫　
（
端
裏
書
）「
済　

十
一
月
廿
四
日
出　

大
河
原
」

７ 

為
御
祝
詞
御
出
帳 

明
治
８
年
６
月 

 

長
帳
（
４
丁
）  

艶
１

８ 

嶋
崎
・
青
木
二
君
上
阪
に
つ
き
金
代
惜
別
持
論　

明
治　

年
３
月
４
日 

 

罫
紙
綴
（
３
丁
）  
艶
１

１３

河
地
金
代
、
九
拝
→
嶋
崎
文
三
郎
、
青
木
勇
三
郎

９ 

翠
園
宛
書
簡 

明
治　

年　

月
下
旬 

松
塢
、
若
駒
、
嘯
月
→
翠
園 

罫
紙
綴
（
２
丁
）  

１

１３

１２

　
 

婚
礼
一
件
留 

明
治　

年
９
月
吉
日 

 

長
帳
（
３
丁
）  

艶
１

１０

２２

　
 

為
祝
義
御
出
帳 

明
治　

年
９
月
吉
日 

 

長
帳
（
６
丁
）  

艶
１

１１

２２

　
 

年
賀
人
名
書
上 

明
治　

年 

 

長
帳
（
２
丁
）  

艶
１

１２

２３

　
 

男
児
誕
生
に
つ
き
賀
辞 

明
治
乙
未
（　

年
）
３
月
７
日 

 

一
紙　

封
筒
有  
艶
１

１３

２８

起
雲
林
安
繁
→
河
地
大
人　
（
封
上
書
）「
賀
辞
」

　
 

山
口
県
訪
問
に
つ
き
書
簡
（
後
欠
） 

明
治　

年
７
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１４

３５

　
 

近
況
報
告
な
ど
に
つ
き
書
簡
（
断
簡
） 

４
月　

日 

石
坂
愛
→
河
地
権
三
郎 

袋
綴
（
仮
綴
３
丁
）  
１

１５

１９

　
 

河
地
保
定
気
滞
に
つ
き
見
舞
状 

５
月
２
日 

土
方
当
達
→
河
地
保
定 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１６
　
 

見
舞
品
拝
領
に
つ
き
礼
状 

５
月
２
日 

→
土
方
当
達 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１７
　
 

勧
友
人
保
健
康
文
（
断
簡
） 

５
月
８
日 

山
田
豊
作
→
権
三
郎 

罫
紙
綴
（
仮
綴
３
丁
）  

１

１８
　
 

あ
か
ん
ぼ
の
事
等
お
尋
に
つ
き
書
簡 

５
月　

日 

石
坂
母
→
菊
枝 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１９

２９

　
 

御
見
舞
状
へ
礼
状 

７
月
１
日 

石
坂
母
→
菊
枝 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２０
　
 

家
督
相
続
之
段
慶
賀
に
つ
き
書
簡 

７
月
２
日 

大
河
原
定
文
→
河
地
権
三
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２１

三
三

河
地
文
庫
目
録



　
 

御
見
舞
品
等
蒙
御
意
候
に
つ
き
礼
状 

７
月
４
日 

河
地
保
定
→ 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２２
　
 

東
京
滞
在
一
件
に
つ
き
書
簡 

７
月
８
日 

 

切
続
紙 
封
筒
有  
艶
２

２３

①
母
→
菊
江　

②
石
坂
愛
→
河
地
権
三
郎

①
東
京
滞
在
之
件
等
に
つ
き
書
簡　

②
東
京
へ
無
事
到
着
に
つ
き
礼
状

　
 

道
中
無
事
到
着
に
つ
き
礼
状 

８
月　

日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２４

１１

高
崎
千
年
→
河
地
権
三
郎　
（
端
裏
書
）「
河
地
」

　
 

上
京
道
中
の
大
略
に
つ
き
書
簡 

９
月
６
日 

河
地
吉
午
郎
→
兄
上 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２５
　
 

惜
別
友
人
序 

　

月　

日 

山
田
豊
作
→
河
地
権
三
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２６

１１

２２

　
 

大
坂
御
出
の
件
等
に
つ
き
書
簡 

　

月 

は
や
し
（
林
）
安
敬
→
母
上 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２７

１１

　
 

病
気
見
舞
状
（
断
簡
） 

　

月
８
日 

母
→
菊
江 

こ
よ
り
綴
（
仮
綴
３
丁
）  

１

２８

１２

　
 

帰
京
催
促
に
つ
き
書
簡 

年
未
詳 

→
河
金
大
兄 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２９
　
 

御
気
滞
御
容
子
見
舞
状 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３０
　
 

送
別
来
客
人
名
記 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３１
　
 

銭
別
馳
走
人
等
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３２
　
 

祝
詞 

年
未
詳 

 

続
紙　

折
封
有  
艶
１

３３
　
 

東
京
周
辺
順
覧
日
記 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３４
　
 

御
見
舞
品
拝
領
に
つ
き
礼
状
（
後
欠
） 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３５

三
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

皆
息
才
等
近
況
報
告
に
つ
き
書
簡
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３６
　
 

河
地
菊
枝
宛
封
筒 

２
月　

日 

石
坂
愛
→
河
地
菊
枝 

封
筒  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３７

１５

　
　

葬　
　

儀

３８

１ 

野
田
山
墓
地
券 

明
治
８
年
２
月 

墓
地
取
扱
所
（「
印
」）
→
河
地
保
定 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２ 

御
悔
帳 

明
治
８
年
５
月 

 

長
帳
（
９
丁
）  

艶
１

３ 

法
鏡
院
殿
新
喪
ノ
節
諸
事
雑
記 

明
治　

年　

月
１
日 

河
地 

長
帳
（
４
丁
）  

艶
１

４４

１１

４ 

河
地
保
定
死
去
に
つ
き
悔
状 

５
月
５
日 

土
方
当
達
→
河
地
権
三
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５ 

河
地
保
定
病
死
に
つ
き
御
香
奠
贈
状 

５
月
６
日 

土
方
当
達
→
河
地
権
三
郎 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

６ 

父
保
定
病
死
に
て
御
香
奠
拝
領
に
つ
き
礼
状 

５
月
６
日 

河
地
権
三
郎
→
土
方
当
達 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７ 

亡
父
保
定
中
陰
に
て
内
仏
茶
湯
招
待
状 

５
月
８
日 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

河
地
権
三
郎
→
富
田
、
鰐
部
、
進
藤
、
青
山
、
戸
水
、
大
河
原
、
浅
加
、
河
波
、
寺
垣
、
平
野
、
牧
、
中
山

８ 

河
地
保
定
死
去
に
つ
き
御
悔
之
段
礼
状 

５
月　

日 

河
地
権
三
郎
→
土
方
（
当
達
） 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５

９ 

中
陰
茶
湯
執
行
に
て
御
茶
菓
子
御
恵
贈
に
つ
き
礼
状　

５
月　

日 

島
田
要
→
河
地
権
三
郎 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２１

　
 

御
棺
代
等
受
取
書 

　

月　

日 

千
田
太
吉
郎
→
川
瀬 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０

１１

１０

　
 

内
仏
来
経
料
等
覚 

　

月　

日 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１１

１１

２９

　
 

忌
明
挨
拶
人
名
書 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２
　
 

三
十
五
日
・
四
十
九
日
・
百
ヶ
日
内
仏
茶
湯
人
帳　

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１３
　
 

会
葬
人
名
書 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１４

三
五

河
地
文
庫
目
録



　
 

内
仏
中
院
招
客
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５
　
 

棺
引
合
之
事
等
覚 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１６
　
 

初
七
日
等
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１７
　
 

名
書 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１８
　
 

葬
式
行
列
順
序 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１９
　
 

霊
供
一
膳
等
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２０
　
 

霊
供
一
膳
等
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２１
　
 

霊
供
三
膳
等
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２２
　
 

金
代
病
死
之
節
焼
香
順
次
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２３
　
 

吉
午
郎
病
死
之
節
焼
香
順
次
書
上 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２４
　
 

葬
式
入
用
書
上 

年
未
詳 

 

長
帳
（
１
丁
）  

艶
１

２５
　
 

御
参
詣
記
帳 

年
未
詳 

 

長
帳
（
２
丁
）  

艶
１

２６
　
 

亡
父
保
定
病
死
に
つ
き
御
悔
并
御
備
物
書
上 

年
未
詳 

 

長
帳
（
４
丁
）  

艶
１

２７
　
 

焼
香
次
第 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
５
丁
）  
艶
１

２８
　
 

葬
式
諸
入
用
等
書
上 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
８
丁
）  
艶
１

２９
　
 

棺
布
代
等
書
上 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３０
　
 

中
陰
茶
湯
料
等
書
上 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３１

三
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

父
祖
以
来
吉
凶
留
帳
封 

年
未
詳 

 

袋
封  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３２
　
 

包
封 

年
未
詳 

 

包
封  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３３

　
　

学　
　

業

３９

１ 

下
等
小
学
第
七
級
卒
業
仮
証
書 

明
治
６
年　

月　

日 

本
多
町
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
金
代 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１１

１５

２ 

下
等
小
学
第
五
級
卒
業
仮
証
書 

明
治
６
年　

月　

日 

仙
石
町
小
学
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１１

２５

３ 

下
等
小
学
第
四
級
卒
業
仮
証
書 

明
治
７
年
７
月　

日 

本
多
町
小
学
（「
印
」）
→
河
地
金
代 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１８

４ 

下
等
小
学
第
三
級
卒
業
仮
証
書 

明
治
７
年
７
月　

日 

仙
石
町
小
学
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１８

５ 

監
生
申
付
状 

明
治
８
年
６
月　

日 

本
多
町
小
学
校
→
河
地
金
代 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２８

６ 

上
等
小
学
第
八
級
卒
業
証
書 

明
治
８
年
９
月
４
日 

育
英
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
金
代 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

７ 

上
等
小
学
第
七
級
卒
業
証
書 

明
治
８
年　

月　

日 

育
英
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
金
代 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０

２７

８ 

上
等
小
学
第
六
級
卒
業
証
書 

明
治
８
年　

月
８
日 

育
英
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
金
代 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１２

９ 

下
等
小
学
第
七
級
卒
業
証
書 

明
治
８
年　

月 

本
多
町
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
五
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１２

　
 

上
等
小
学
第
五
級
卒
業
証
書 

明
治
９
年
６
月　

日 

育
英
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
金
代 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１０

１０

　
 

下
等
小
学
第
六
級
卒
業
証
書 

明
治
９
年
６
月 

本
多
町
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１１
　
 

下
等
小
学
第
五
級
卒
業
証
書 

明
治　

年
２
月　

日 

本
多
町
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１２

１０

１７

　
 

下
等
小
学
第
四
級
卒
業
証
書 

明
治　

年
６
月　

日 

本
多
町
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１３

１０

１７

　
 

下
等
小
学
第
三
級
卒
業
証
書 

明
治　

年　

月　

日 

本
多
町
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１４

１０

１２

１３

三
七

河
地
文
庫
目
録



　
 

乙
部
下
等
第
二
級
卒
業
証 

明
治　

年
３
月
１
日 

 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１５

１１

石
川
県
中
学
師
範
学
校
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

　
 

下
等
小
学
第
二
級
卒
業
証
書 

明
治　

年
７
月　

日 

本
多
町
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１６

１１

２５

　
 

下
等
小
学
第
一
級
卒
業
証
書 

明
治　

年
３
月　

日 

本
多
町
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１７

１２

１５

　
 

中
学
師
範
学
科
下
等
第
四
級
卒
業
証 

明
治　

年
９
月 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１８

１２

石
川
県
中
学
師
範
学
校
（「
印
」）
→
河
地
権
三
郎

　
 

上
等
小
学
第
八
級
卒
業
証
書 

明
治　

年
７
月　

日 

淳
正
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

１９

１３

２２

　
 

上
等
小
学
第
七
級
卒
業
証
書 

明
治　

年　

月　

日 

淳
正
小
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

２０

１３

１２

１７

　
 

監
生
依
嘱
状 

明
治　

年
４
月　

日 

高
等
小
学
校
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２１

１４

１１

　
 

初
等
中
学
第
一
年
前
期
卒
業
証
書 

明
治　

年
３
月
２
日 

金
沢
区
中
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２２

１５

　
 

作
文
階
梯
一
部
四
等
奨
励
品
付
与
状 

明
治　

年
４
月　

日 

金
沢
区
長
梅
原
可
也
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

２３

１５

１３

　
 

初
等
中
学
第
一
年
後
期
卒
業
証
書 

明
治　

年
７
月　

日 

金
沢
区
中
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２４

１５

２９

　
 

初
等
中
学
第
二
年
前
期
卒
業
証
書 

明
治　

年
２
月　

日 

金
沢
区
中
学
校
（「
印
」）
→
河
地
吉
午
郎 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２５

１６

２６

　
 

学
業
優
等
に
つ
き
奨
励
品
付
与
状 

明
治　

年
７
月
７
日 

金
沢
区
長
梅
原
可
也
→
河
地
吉
午
郎 

切
紙
（
木
版
）  

艶
１

２６

１６

　
 

初
等
中
学
第
二
年
後
期
卒
業
証
書 

明
治　

年
７
月　

日 

金
沢
区
中
学
校
→
河
地
吉
午
郎 

用
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２７

１６

３１

　
 

金
沢
藩
小
学
規
則 

庚
午
（
明
治
３
年
）　

月 

 

袋
綴
（
木
版
９
丁
）  
艶
１

２８

１１

　
 

明
治
協
庠
規
約 

明
治
４
辛
未
年
９
月 

明
治
協
庠
社
中
誌 

袋
綴
（
木
版
７
丁
）  
艶
１

２９

三
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅲ　

河
地
家



　
 

明
治
義
塾
学
制
規
則 

明
治
５
壬
申
歳
２
月 

明
治
義
塾 

袋
綴
（
木
版
７
丁
）  
艶
１

３０
　
 

算
術
仕
方 

明
治
８
年
写
之 

河
地
所
持 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

３１

１３

　
 

作
文
帳 

明
治　

年　

月
６
日 

南
山 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

３２

１０

１１

１０

　
 

文
章
軌
範
序
（
断
簡
） 

明
治　

年
４
月
４
日
序 

中
村
正
直
、
松
本
万
年 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３３

１１

　
 

法
学
生
徒
試
験
点
数
表 

明
治　

年
７
月 

 

一
紙
（
印
刷
）
封
筒
有  
艶
１

３４

１５

司
法
省
第
七
局
寄
宿
生
徒
係　
（
封
上
書
）　
「
３
月
９
日 
仙
石
町
高
畠
方
伊
藤
伊
作　

下
主
馬
町
河
地
権
三
郎
」

　
 

東
京
府
司
法
省
十
七
年
度
募
集
試
験
問
題 

（
明
治　

年
度
） 

印
（「
河
地
」） 

切
紙
（
印
刷
）  

艶
１

３５

１７

　
 

受
験
必
用
地
理
問
答
一
千
題 

明
治　

年
７
月
１
日
第
三
版 

 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

３６

２５

３１２

駒
崎
林
三
編
集
印
刷
兼
発
行
、
頴
才
新
詩
社
出
版
部
発
行
兼
売
捌

　
 

尋
常
小
学
校
新
撰
算
術  
上 

明
治　

年　

月　

日 

 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

３７

３３

１１

１８

１０９

梅
澤
儀
三
郎
編
、
沓
木
政
勝
発
行
兼
印
刷
、
益
知
館
、
供
田
太
七
発
行
、
広
文
堂
印
刷

　
 

中
等
文
法
教
科
書 

明
治　

年　

月　

日
訂
正
再
版 
 

書
冊
（
印
刷
）  

艶
５

３８

４０

１２

２５

山
田
孝
雄
著
、
大
葉
久
吉
・
吉
岡
平
助
発
行
、
青
木
弘
印
刷
、
東
京
・
大
阪
宝
文
館
蔵
版

①
巻
一　

②
巻
二　

③
巻
三　

④
巻
四　

⑤
巻
五

　
 

中
等
教
育
国
語
沿
革
大
要 

明
治　

年
１
月　

日 
訂
正
再
版 
 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

３９

４１

３１

７６

山
田
孝
雄
著
、
大
葉
久
吉
・
吉
岡
平
助
発
行
、
青
木
弘
印
刷
、
東
京
・
大
阪
宝
文
館
蔵
版

　
 

弘
道
館
記
述
義 

年
未
詳 

藤
田
彪
謹
述 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

４０

６７

　
 

明
倫
堂
盛
集 

年
未
詳 

豊
島
毅
序 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

４１

１４

　
 

入
校
証
書 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４２

三
九

河
地
文
庫
目
録



Ⅳ　

学　
　

芸

　
　

歴　
　

史

４１

１ 

本
佐
録 

天
明
７
年　

月
謹
校 

越
中
山
本
中
郎
謹
校 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１１

５７

２ 

本
佐
録
序
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
仮
綴
３
丁
）  

１

３ 

尊
攘
紀
事　

巻
之
三
～
巻
之
四 

年
未
詳 

岡
千
仭
著 

中
本
（
木
版　

丁
）   
１

４０

４ 

訂
正
尊
攘
紀
事
補
遺　

巻
之
一
・
巻
之
二 

明
治　

年
５
月
緒
言 

岡
千
仭
著
、
東
京
鳳
文
館
（「
印
」） 

中
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１７

５０

５ 

新
政
談　

巻
三
～
巻
五 

卯　

月 

藤
森
茶
助
神
大
雅
誌 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１２

１０５

６ 

武
家
官
職
略 

年
未
詳 

洛
陽
伊
藤
氏
蔵
版 

折
本
（
木
版
）  

艶
１

７ 

日
本
外
史
字
類  
下
之
上 

年
未
詳 

榧
木
寛
則
編
輯 

横
帳
（
木
版　

丁
）  
艶
１

９８

８ 

日
本
外
史　

巻
之
十
五
～
巻
之
十
八 

年
未
詳 

 

小
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１３４

９ 

日
本
政
記 

年
未
詳 

 

罫
紙
綴
（　

丁
）  

１

１３

　
 

菅
公
御
作
神
皇
正
統
記
在
頭
書 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０
　
 

清
和
源
氏
等
歴
代
書
上 

年
未
詳 

 

長
帳
（
２
丁
）  

艶
１

１１
　
 

外
史
豊
臣
氏　

上
ノ
巻 

年
未
詳 

 

切
紙
（
印
刷
）  

艶
１

１２
　
 

八
條
家
来
由 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
７
丁
）  

艶
１

１３
　
 

大
内
内
蔵
助
手
筆
祭
文
写 

年
未
詳 

 

続
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１４

四
〇

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅳ　

学　

芸



　
　

兵
法
・
武
芸

４２

１ 

枢
密
要
論 

元
禄
壬
申
（
５
年
）
季
春 

（
有
沢
）
永
貞
先
生 

袋
綴  
艶
艶
艶
艶
艶
２

２ 

軍
役
古
今
通
解 

①
②
③
④
⑤
⑥
享
保
２
丁
酉
年
仲
秋　

日 

袋
綴  
艶
艶
艶
艶
艶
７

２８

 

 

⑦
享
保
６
辛
丑
年　

月　

日

１１

２２

有
沢
武
貞
撰

①
壹　

②
貳　

③
弎　

④
四　

⑤
五　

⑥
六　

⑦
追
加

３ 

図
解
武
用
弁
略　

巻
之
八 

延
享
５
戊
辰
年
初
春 

 

中
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

５９

木
下
義
俊
編
、
負
喧
子
校
正
、
大
坂
書
肆　

糸
屋
市
兵
衛
求
版

４ 

陰
符
抄　

初
編
自
一
至
八
巻
ノ
半 

天
保
３
年
２
月
吉
日 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１２５

５ 

大
嶋
古
流
曲
尺
合
等
口
授
秘
伝
目
録 

安
政
２
乙
卯
年　

月
吉
日 

 

切
続
紙　

折
封
有  
艶
１

１１

舟
喜
源
七
郎
為
住
→
河
地
弥
三
大
夫　
（
封
上
書
）「
許
書　

河
地
」

６ 

大
将
三
采
幣
秘
伝
目
録 

万
延
２
年
正
月
吉
日 

 

折
紙　

折
封
有  
艶
１

小
竹
岩
尾
直
正
→
河
地
弥
次
右
衛
門　
（
封
上
書
）「
采
幣
伝
」

７ 

城
取
秘
伝
図 

文
久
２
壬
戌
年
写 

保
定 

一
枚  
艶
艶
艶
艶
艶
１

８ 

馬
術
十
二
カ
条　

①
前
書　

②
奥
の
巻 

文
久
４
年
正
月 

小
池
伴
太
夫
良
翰
→
河
地
弥
三
大
夫 

①
中
本
（　

丁
）  

２

２２

　
　
　
　
　
 

 

 

②
中
本
（　

丁
）
付
紙
有

１３

９ 

調
練
之
次
第 

文
久
４
子
年 

 

袋
綴
（　

丁
）
付
紙
有  
艶
１

１３

　
 

弓
術
伝
授
に
つ
き
手
前
之
書 

明
治　

年
１
月
吉
日 

 

切
紙　

折
封
有  
艶
１

１０

２３

吉
田
光
政
→
河
地
権
三
郎　
（
封
上
書
）「
河
地
権
三
郎
手
前
之
書
」

四
一

河
地
文
庫
目
録



　
 

弓
術
重
ミ
書
免
許
状 

亥
８
月
吉
日 

吉
田
才
一
郎
→
河
地
弥
三
大
夫 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１１
　
 

兵
学
免
状
封 

年
未
詳 

 

折
封  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

福
田
縫
右
衛
門
→　
（
封
上
書
）「
兵
学
免
状　

福
田
縫
右
衛
門
」

　
 

甲
陽
軍
艦
末
書　

下
巻
下 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１３

１６６

　
 

甲
陽
軍
艦
末
書  
下
巻
下
二
、
下
三
、
下
五
（
断
簡
）　

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
仮
綴　

丁
）  

１

１４

１２

　
 

軍
法
極
秘
伝
書
抜
書 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１５

４５

　
 

古
法
軍
記
大
概　

①
上　

②
下 

年
未
詳 

 

①
袋
綴
（　

丁
）  

２

１６

７０

 

 

 

 

②
袋
綴
（　

丁
）

７７

　
 

調
練
之
作
法 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１７

１６

　
 

調
練
問
答 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１８

１７

　
 

小
迫
合
大
合
戦
様
子
并
勝
軍
負
軍
ノ
事
等
書
上　

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１９

１７

　
 

馬
具
銘
所
秘
書 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

２０

１０

　
 

十
二
カ
条
作
法
口
伝 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
８
丁
）  
艶
１

２１
　
 

遠
馬
心
得
巻 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（　

丁
）  
艶
１

２２

１１

　
 

極
秘
伝
巻 

年
未
詳 

 

こ
よ
り
綴
（
２
丁
）  
艶
１

２３
　
 

鈴
録 

年
未
詳 

 

長
帳
（
３
丁
）  

艶
１

２４
　
 

景
山
烈
公
（
徳
川
斉
昭
）
所
賜
刀
銘
書
付 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２５

四
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅳ　

学　

芸



　
 

孫
臏
魏
将
ト
兵
学
ヲ
学
之
義
等
書
上 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２６
　
 

三
国
相
伝 

年
未
詳 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２７
　
 

舟
戦
之
法
（
前
欠
） 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２８
　
 

軍
法
書
上
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
仮
綴
２
丁
）  
１

２９
　
 

陳
取
八
様
の
事
等
書
上
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
仮
綴
４
丁
）  
１

３０
　
 

甲
子
循
環
六
十
之
図 

年
未
詳 

 

一
枚
（
木
版
）　

×　

㎝  

１

３１

５０

３５

 

 

 

 

付
紙
有

　
 

備
立
図 

年
未
詳 

 

一
枚
（
朱
入
）　

×　

㎝  

１

３２

３５

２４

　
 

備
立
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  
１

３３

６９

１０３

　
 

陣
立
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  
１

３４

６２

２８

　
 

縄
張
図
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
仮
綴　

丁
）  
１

３５

１４

　
 

懐
刀 

年
未
詳 

 

刀  
艶
艶
艶
艶
艶
艶
１

３６
　
 

信
了
院
殿
御
旗
并
保
弘
旗 

年
未
詳 

 

旗　

箱
有  
艶
艶
艶
３

３７
　
 

弥
三
大
夫
兜
内
御
納
御
守 

年
未
詳 

 

御
守　

折
封
有  
艶
１

３８

（
封
上
書
）「
弥
三
大
夫
様
御
か
ふ
と
の
内
御
納
御
守
」

　
 

弥
次
右
衛
門
兜
内
御
納
御
守 

年
未
詳 

 

御
守　

折
封
有  
艶
１

３９

（
封
上
書
）「
弥
次
右
衛
門
様
御
か
ふ
と
の
内
御
納
御
守
」

　
 

真
綿
料
書
上
折
封 

年
未
詳 

（
封
上
書
）「
真
綿
料
金
貳
百
疋
」 

折
封  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４０

四
三

河
地
文
庫
目
録



　
　

文　
　

芸

４３

１ 

新
板
百
人
一
首
鈔　

上
・
中
・
下 

万
治
４
辛
丑
卯
月
吉
日 

ふ
屋
六
兵
衛
開
板 

中
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

２６

２ 

瀛
奎
律
髄　

下 

文
化
５
辰
秋
８
月 

 

横
帳
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１０５

東
都
書
肆
須
原
屋
茂
兵
衛
・
同
伊
八
・
同
孫
七
・
和
泉
屋
庄
治
郎
・
岡
田
屋
嘉
七
・
角
丸
屋
甚
助
、
浪
華
書
肆
泉
本
八
兵
衛
、

尾
州
書
肆
風
月
孫
助
・
植
村
藤
右
衛
門
、
京
都
書
肆
朝
倉
儀
助

３ 

韻
府
一
遇　

上
平
・
下
平 

文
化
甲
戌
（　

年
）
飜
刻 

 

小
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１１

２３１

呉
趨
顔
麓
荘
・
朱
翠
峯
・
華
安
愚
同
輯
、
養
賢
堂
蔵
板

４ 

韻
府
一
遇　

平
聲 

文
政　

年
歳
次
丁
亥
春
正
月
序 
 

小
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１０

２４２

呉
趨
顔
懋
功
麓
荘
輯
、
乾
斎
中
井
先
生
重
校
、
浪
速
書
林
群
玉
堂
、
東
都
書
林
青
雲
堂
梓

５ 

山
陽
遺
稿
（
内
題
、
山
陽
文
詩
遺
稿
）　

文 

天
保
辛
丑
（　

年
） 

頼
山
陽
著
、
篠
崎
弼
序
、
書
林
五
玉
堂
蔵 

中
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１２

５７

６ 

続
続
詩
学
連
錦 

天
保　

年
壬
寅
３
月
再
刻 

 

横
帳
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１３

７２

浪
速
鎌
田
環
斎
輯
著
、
東
都
書
肆
須
原
屋
茂
兵
衛
、
岡
田
屋
嘉
七
、
山
城
屋
佐
兵
衛
、
浪
華
書
肆
敦
賀
屋
九
兵
衛
、
秋
田
屋
太
右
衛
門
、
河
内
屋
喜
兵
衛

７ 

学
草
筌 

嘉
永
壬
子
（
５
年
）
春 

北
海
陳
人 

こ
よ
り
綴
（　

丁
）  
艶
１

１５

８ 

亦
奇
録 

慶
応
丁
卯
（
３
年
）
季
春
序 

 

小
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１２３

小
原
鉄
心
（
寛
栗
）、
野
村
煥
（
藤
陰
）、
菱
田
禧
（
海
鴎
）、
菅
喬
（
竹
洲
）

９ 

振
気
篇　

上 

慶
応
戊
辰
（
４
年
）
夏
５
月 

春
荘
穴
史
郎 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

１５

　
 

大
統
歌 

明
治
辛
未
（
４
年
）
仲
春 

塩
谷
世
弘
著
、
山
県
藩
井
上
俊
又
書 

中
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１０

２８

四
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅳ　

学　

芸



　
 

新
聞
雑
誌　

第　

号
・
第　

号
附
録
・
第　

号
・
第　

号
・
第　

号　

明
治
壬
申
（
５
年
）
５
月
・
６
月 

合
綴
（
木
版
）  

艶
１

１１

４２

４５

４６

４７

４８

本
局　

東
京
日
新
堂
、
売
弘
所　

東
京
和
泉
屋
金
右
エ
門
・
須
原
屋
茂
兵
衛
・
和
泉
屋
市
兵
衛
、
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
・
河
内
屋
吉
兵
衛
・

河
内
屋
清
七
、
京
都
村
上
勘
兵
衛
・
和
泉
屋
壮
造

　
 

遊
於
末
森
記 

明
治
壬
申
（
５
）
年
初
夏
旬
六 

火
懼
堂 

袋
綴
（
４
丁
）  

艶
１

１２
　
 

諸
本
借
貸
帖 

明
治
６
年
６
月　

日 

二
天 

横
帳
（
４
丁
）  

艶
１

１３

１６

　
 

金
子
清
三
郎
著
作
文
階
梯　

下 

明
治
７
年
７
月 

 

中
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

１４

４６

金
子
清
三
郎
著
、
版
主
石
川
県
学
校
用
出
版
会
社
、
発
行
書
肆　

金
沢
中
村
喜
平
・
近
田
太
平
・
野
島
信
吉

　
 

窮
理
研
磨
書 

明
治
８
年　

月 

河
地
権
三
郎 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

１５

１２

１１

　
 

暗
夜
望
明
光
記 

明
治
９
年
３
月
改
之 

河
地
所
持 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

１６

１３

　
 

明
清
名
家
奇
文
粹
編　

巻
上 

明
治　

年　

月　

日
板
権
免
許 
 

書
冊
（
印
刷　

丁
）  
艶
１

１７

１１

１０

１２

８２

土
岐
政
孝
編
輯
兼
出
版
、
報
告
社
発
兌

　
 

諸
家
文
集
鈔 

明
治　

年
８
月
写 

一
峰
散
人
写 

罫
紙
綴
（　

丁
）  
艶
１

１８

１２

２６

　
 

金
代
東
遊
略
記 

明
治　

年
４
月 

 

袋
綴
（
３
丁
）  

艶
１

１９

１３

　
 

明
治
名
家
詩
選　

①
上　

②
下 

明
治　

年　

月　

日 

 

中
本
（
木
版
）  

艶
２

２０

１３

１２

２３

村
上
仏
山
校
閲
、
城
井
国
綱
（
錦
原
）
修
纂
、
清
樾
書
屋
蔵
版
、
内
外
兵
事
新
聞
局
ほ
か
発
兌　
（
端
書
）「
明
治　

年
５
月
買
上
」

２０

　
 

通
俗
飲
酒
効
害
論
（
一
名
、
酒
客
寿
命
の
手
綱
）　

明
治　

年
７
月
７
日 

 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

２１

１８

６４

海
軍
軍
医
少
監
矢
野
義
徹
閲
、
海
軍
軍
医
補
富
松
郁
三
郎
著
者
兼
出
版
人
、
島
村
利
助
・
丸
屋
善
七
発
兌
売
捌

　
 

匪
石
存
稿 

明
治
丙
戌
（　

年
）
３
月
自
序 

河
地
匪
石 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

２２

１９

１５

　
 

習
字
捷
径
十
五
法
（
断
簡
） 

明
治　

年
乙
酉
春 

椶
園
陳
人
書 

続
紙
（
木
版
）  

艶
１

２３

１９

四
五

河
地
文
庫
目
録



　
 

新
日
本　

①
初
巻　

②
二
巻 

①
明
治　

年
２
月
再
版　

②
明
治　

年
３
月
出
版 

書
冊
（
印
刷
）  

艶
２

２４

２０

２０

尾
崎
行
雄
著
者
兼
出
版
人
、
集
成
社
書
店
・
博
文
堂
書
舗
・
丸
善
書
店
・
叢
書
閣
・
沢
屋
蘇
吉
・
三
木
佐
助
・
梅
原
亀
七
発
兌

　
 

方
丈
記
講
義 

明
治　

年
９
月　

日
第
９
版 

 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

２５

３５

１０

１０９

鴨
長
明
著
、
今
泉
定
介
講
述
、
誠
之
堂
書
店
発
兌

　
 

東
関
紀
行
詳
解 

明
治　

年　

月
５
日
再
版 

鳥
野
幸
次
著
、
明
治
書
院
発
行 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

２６

３６

１２

１６１

　
 

土
佐
日
記
講
義 

明
治　

年　

月
１
日
第　

版 

 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

２７

３８

１０

１６

１２８

紀
貫
之
著
、
今
泉
定
介
講
述
、
誠
之
堂
書
店
発
兌

　
 

国
歌
読
本 

明
治　

年
３
月　

日 

 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

２８

３９

２１

７６

服
部
躬
治
著
、
東
京
・
大
阪
宝
文
館
蔵
版

　
 

女
子
国
文
典　
 
①
上
巻　

②
中
巻 

明
治　

年　

月　

日 

三
上
忠
造
著
、
明
治
図
書
発
行 

書
冊
（
印
刷
）  

艶
２

２９

３９

１１

２９

　
 

河
地
格
之
助
元
旦
試
筆 

元
旦 

河
地
格
之
助 

半
折  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３０
　
 

紙
鳶
説 

２
月　

日 

河
地
権
三
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３１

１５

　
 

友
人
某
氏
某
亭
記 

５
月　

日 

河
地
権
三
郎
（「
印
」） 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３２

１１

　
 

詩
語
対
句
自
在　

巻
之
二 

年
未
詳 

平
安
藤
（
内
山
）
良
国
輯 

横
帳
（
木
版　

丁
）  
艶
１

３３

４９

　
 

千
慮
策　

巻
之
中 

年
未
詳 

楊
万
里
延
秀 

中
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

３４

３６

　
 

永
字
八
法 

年
未
詳 

河
波
有
道 

一
枚
（
木
版
）  

艶
１

３５
　
 

論
説
録 

年
未
詳 

南
山 

横
帳
（
６
丁
）  

艶
１

３６

四
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅳ　

学　

芸



　
 

木
水
遺
稿　

①
頼
房
公
等
書
上　

②
附
録 

年
未
詳 

宮
田
蔵
（「
印
」） 

中
本  
艶
艶
艶
艶
艶
２

３７
　
 

告
同
寮
諸
子 

年
未
詳 

相
馬
藩
藤
田
龍
次
郎 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３８
　
 

文
章
摘
存  
第
二
号 

年
未
詳 

金
沢
師
範
学
校
学
生 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

３９

１６

　
 

訓
戒
之
語 

年
未
詳 

河
地
主 

横
帳  
艶
艶
艶
艶
艶
２

４０
　
 

論
策
記 

年
未
詳 

河
地 

小
本
（　

丁
）  

艶
１

４１

１５

　
 

万
代
用
文
童
子
往
来 

年
未
詳 

河
地
氏 

小
本
（
木
版　

丁
）  
艶
１

４２

１４６

　
 

伏
乞
（
断
簡
） 

年
未
詳 

田
辺
友
三
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４３
　
 

介
士
推
論
（
断
簡
） 

年
未
詳 

永
山
春
園 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４４
　
 

太
平
楽
府 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

４５

２１

　
 

草
書
要
領 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

４６

６５

　
 
 

櫜
余
光
抜
萃
（
自
永
延
元
年
至
治
承
元
年
） 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

４７

１５

　
 

精
選
唐
宋
千
家
連
珠
詩
格  
巻
之
上 

年
未
詳 

 

横
帳
（
木
版　

丁
）  
艶
１

４８

７０

　
 

中
国
古
人
名
言
書
付 

年
未
詳 

 

横
帳
（
５
丁
）  

艶
１

４９
　
 

載
文
進
筆
画
賛 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５０
　
 

素
読
習
字
願
札 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５１
　
 

議
論
ト
ハ
書
留 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

５２
　
 

孟
子
弁
書 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

５３
　
 

藤
原
惺
窩
等
儒
者
書
上 

年
未
詳 

 

長
帳
（
３
丁
）  

艶
１

５４
　
 

武
経
開
宗　

①
巻
一　

②
巻
二 

年
未
詳 

 

中
本
（
木
版
）  

艶
２

５５

四
七

河
地
文
庫
目
録



　
 

増
補
改
正
六
用
集 

年
未
詳 

 

一
枚
（
木
版
）  

艶
１

５６
　
 

孟
子
尽
心
章 

年
未
詳 

 

一
枚
（
印
刷
）  

艶
１

５７
　
 

少
年
携
妓
看
花
於
飛
鳥
山
之
記 

年
未
詳 

 

罫
紙
綴
（
３
丁
）  
艶
１

５８
　
 

遠
羅
天
釜
正
続 

年
未
詳 

 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

５９

３２

　
 

答
劉
秀
才
論
史
（
後
欠
） 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６０

　
　

詩　
　

歌

４４

１ 

今
世
慷
慨
叢
詩
序 

明
治
戊
辰
（
元
年
）
４
月 

翠
園
自
序
并
識 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２ 

有
栖
川
熾
仁
親
王
等
和
歌 

明
治
３
年
１
月　

日 

 

こ
よ
り
綴
（
３
丁
）  
艶
１

２４

３ 

詩
稿 

明
治　

年 

南
山
写 

横
帳
（
仮
綴
８
丁
）  
１

１０

４ 

雑
録
（
先
帝
御
製
歌
等
） 

明
治　

年
１
月
吉
日 

 

罫
紙
綴
（　

丁
）  
艶
１

１６

３２

５ 

漢
詩
（
人
間
洪
福
在
無
禍
） 

己
巳
元
日 

 

色
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６ 

一
夕
熱
甚
不
得
寝
漢
詩 

己
巳
仲
秋 

有
道
未
定
稿 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

７ 

菱
湖
巻
先
生
漁
父
辞 

癸
亥
冬
至
之
前
三
日 

蒲
生
尚
賢
謹
識 

折
本
（
木
版
）  

艶
１

８ 

と
し
の
朝
俳
句
集 

酉
の
と
し 

（
封
上
書
）「
と
し
の
朝
」 

一
紙
（
木
版
）
折
封
有  
艶
１

９ 

和
翠
園
先
生
玉
韵 

２
月　

日 

米
林
彦
太
郎 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１３

　
 

蓮
田
市
五
郎
漢
詩
及
和
歌 

３
月　

日 

蓮
田
市
五
郎 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０

２８

四
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅳ　

学　

芸



　
 

龍
淵
漢
詩 

年
未
詳 

 

切
紙　

封
筒
有  
艶
１

１１

龍
淵
→
東
征
諸
君　
（
封
上
書
）「
河
波
龍
淵
→
河
地
詞
兄
諸
君
」

　
 

竹
圃
閑
人
漢
詩 

年
未
詳 

竹
圃
閑
人
稿 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２
　
 

内
膳
圓
之
漢
詩 

年
未
詳 

内
膳
圓
之 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１３
　
 

新
淵
漢
詩 

年
未
詳 

新
渕
→
御
奥 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１４
　
 

漢
詩
（「
過
倶
俐
伽
羅
」） 

年
未
詳 

翠
園 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１５
　
 

漢
詩
（「
膏
雨
有
時
」） 

年
未
詳 

春
坡
［　
　

］ 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１６
　
 

和
翠
園
先
生
之
玉
韵 

年
未
詳 

中
村
外
之
作 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１７
　
 

和
歌
（「
鶯
」
等
） 

年
未
詳 

七
十
六
翁
頼
方 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１８
　
 

源
氏
ゆ
ふ
た
す
き
（
赤
染
衛
門
作
） 

年
未
詳 

八
十
五
女
→
河
地
氏 

竪
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１９
　
 

題
温
公
破
瓮
図 

年
未
詳 

河
地
権
三
郎 

罫
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２０
　
 

後
藤
象
次
郎
・
小
松
帯
刀
漢
詩 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２１
　
 

梅
田
源
次
郎
（
雲
浜
）
等
漢
詩 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
８
丁
）  

艶
１

２２
　
 

佐
賀
藩
田
中
覚
大
夫
等
漢
詩 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２３
　
 

中
秋
大
参
事
横
公
漢
詩 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２４
　
 

一
閑
先
生
大
祥
期
奉
供
尊
霊
位
前
漢
詩 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２５
　
 

中
秋
前
一
日
酔
之
桜
漢
詩 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２６
　
 

文
嘉
上
人
等
求
道
九
年
讃
歌 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２７
　
 

読
諸
書
京
摂
近
状
者
戯
賦 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

２８

四
九

河
地
文
庫
目
録



　
 

患
肺
疾
心
歎
題
等
漢
詩 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

２９
　
 

幕
末
風
刺
歌 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３０
　
 

漢
詩
并
和
歌 

年
未
詳 

 

袋
綴
（　

丁
）  

艶
１

３１

１７

　
 

詠
史
等
詩
歌 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３２
　
 

漢
詩
（「
庚
子
元
旦
」
等
） 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３３
　
 

漢
詩
（「
独
居
」
等
） 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

３４
　
 

漢
詩
（「
春
日
偶
成
」
等
） 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
６
丁
）  

艶
１

３５
　
 

漢
詩
（「
遊
宇
治
」） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３６
　
 

漢
詩
（「
中
秋
」） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３７
　
 

漢
詩
（「
菊
」） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３８
　
 

漢
詩
（「
次
韻
」） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

３９
　
 

漢
詩
（「
送
別
」） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４０
　
 

漢
詩
（「
驚
雷
之
歌
」） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４１
　
 

漢
詩
（「
帰
途
寄
存
」） 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４２
　
 

漢
詩
（「
池
上
篇
」） 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４３
　
 

漢
詩
（
雪
後
登
陰
） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４４
　
 

漢
詩
（
臣
茶
噺
出
来
） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４５

五
〇

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅳ　

学　

芸



　
 

漢
詩
（
柳
橋
薄
暮
頓
帰
時
） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４６
　
 

漢
詩
（
送
金
芝
居
遊
達
原
） 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

４７
　
 

漢
詩
（
松
寒
風
破
旅
人
夢
） 

年
未
詳 

 

罫
紙
綴
（
６
丁
）  
艶
１

４８
　
 

漢
詩
（
断
簡
） 

年
未
詳 

 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

４９

　
　

能
・
香

４５

１ 

頭
取
等
三
ヶ
条
相
伝
書 

宝
暦
６
丙
子
８
月
９
日 

 

折
紙　

折
封
有  
艶
１

五
郎
頭
取
（「
印
」）
→
川
村
門
之
丞　
（
封
上
書
）「
免
書
」

２ 

頭
取
等
三
ヶ
条
相
伝
書 

天
明
８
年
戊
申
３
月　

日 

小
左
衛
門
（「
印
」）
→
河
地
弥
三
太
夫 

折
紙   

艶
艶
艶
艶
１

２８

３ 

半
開
口
等
三
ヶ
条
相
伝
書 

寛
政　

年
庚
申
仲
夏　

日 

小
左
衛
門
（「
印
」）
→
河
地
弥
三
太
夫 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１２

１０

４ 

相
伝
書　
 

①
文
化
２
年
乙
丑
５
月　

日　

②
年
未
詳 

①
折
紙　

②
一
紙  

２

１９

①
小
左
衛
門
（「
印
」）
→
河
地
弥
三
太
夫　
（
封
上
書
）「
奥
之
書　

河
地
弥
三
太
夫
」 

折
封
有

①
調
鼓
等
二
ヶ
条
相
伝
書　

②
片
印

５ 

塗
香
作
法
極
意
書 

元
治
２
年
４
月
吉
日 

喬
元
（「
印
」）
→
高
橋
和
三
郎 

巻
子  
艶
艶
艶
艶
艶
１

６ 

ツ
ム
ギ
等
鳥
狩
猟
書
上 

戊
寅　

月 

 

横
帳
（
２
丁
）  

艶
１

１１

７ 

能
曲
名
尽
し 

望
月 

田
村
采
女
経
政
→
雲
井
院
長
良 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

８ 

正
月
能
目
録 

正
月 

（
端
裏
書
）「
御
筆
物
」 

切
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

９ 

幸
流
小
鼓
手
配 

年
未
詳 

 

袋
綴
（
９
丁
）  

艶
１

　
 

片
印 

年
未
詳 

 

一
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１０

五
一

河
地
文
庫
目
録



　
　

宗　
　

教

４６

１ 

三
ヶ
国
日
蓮
宗
寺
院
書
上 

元
文
３
年
５
月
改
之 

 

横
帳
（　

丁
）  

艶
１

１０

２ 

永
代
千
部
講
中
寄
附
銀
受
納
覚 

文
政
８
年
酉
８
月 

 

一
紙　

折
封
有  
艶
１

妙
法
寺
→
河
地
弥
次
右
衛
門　
（
奥
書
）
妙
典
寺
、
高
岸
寺
、
立
像
寺
、
妙
立
寺　
（
封
上
書
）「
河
地
氏　

妙
法
寺
」

３ 

永
代
千
部
講
中
寄
附
銀
受
納
覚 

元
治
元
年
子
５
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

妙
典
寺
→
石
黒
右
門  　
（
奥
書
）
高
岸
寺
、
立
像
寺
、
妙
立
寺
、
妙
法
寺

４ 

善
光
寺
如
来
略
縁
起 

明
治　

年
５
月 

 

中
本
（
木
版
７
丁
）   
１

１２

岩
下
孝
四
郎
著
者
兼
出
版
人
、
黄
金
堂
蔵
版

５ 

年
頭
御
供
養
料
備
状 

明
治　

年
６
月 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１７

伊
藤
寿
詮
→
御
大
坊　
（
奥
書
）
明
治　

年
９
月　

日
布
、
日
霑
、
日
盛
、
家
日
坊
、
学
頭

１７

６ 

盆
供
養
料
備
伏 

申
（
明
治　

年
）　

月 

 

折
紙  
艶
艶
艶
艶
艶
１

１７

１１

伊
藤
寿
詮
→
本
山
宗
務
局　
（
奥
書
）　

月　

日
布
→
伊
藤
寿
詮

１２

７ 

御
大
会
并
年
頭
御
供
養
料
備
状 

酉
（
明
治　

年
）
３
月 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１８

伊
藤
寿
詮
、
辻
量
道
、
木
村
量
実
、
林
量
題
→
本
山
宗
務
局　
（
奥
書
）　

年
５
月　

日  
日
布
→
伊
藤
寿
詮
、
辻
量
道
、
木
村
量
実
、
林
量
題

１８

２９

８ 

中
山
法
花
経
寺
日
意
曼
陀
羅 

年
未
詳 

中
山
法
花
経
寺
大
僧
都
日
意 

軸
装  
艶
艶
艶
艶
艶
１

９ 

三
井
寺
鐘
由
来 

年
未
詳 

東
十
郎
、
矢
守
板 

一
枚
（
木
版
）  

艶
１

　
 

鞍
馬
寺
山
門
額
等
由
来
書
上 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
艶
艶
艶
艶
１

１０

五
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅳ　

学　

芸　
　

Ⅴ　

絵　

図



　
　

洋　
　

書

４７

１ 
S
K
E
T
C
H
O
F
T
H
E
L
IF
E
o
f
R
E

 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
  
  
 
（ 
   
 

V  

.   J.
H
.
N
E
E
S
IM
A
,
L
.
L
.
D
.

    
   
 
 
 
  
 
   
   
   
 
）　

明
治　

年　

月　

日 

書
冊
（　

頁
）  

艶
１

２３

１１

１０

１７４

J.D
.D
avis

   
  
    
著
、
上
田
周
太
郎
発
行
、
広
瀬
安
七
印
刷
、
丸
善
商
社
書
店
売
捌

２ 

G
R
O
C
E
R
S
JO
H
N
S
O
N
B
R
O
S
.
W
H
O
L
E

 
 
 
 
 
 
 
（  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
   
 
 
 
 

S  

A
L
E
A
N
D
R
E
T
A
IL

 
 
 
  
 
 
   
 
 
 
  

）　

明
治　

年 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

２３

３４

JO
H
N
P
A
R
IT
R
ID
G
E

発
行

３ 

L
O
R
D
C
L
IV

 
 
 
 
  
 
  

E  
 

年
未
詳 

 

書
冊
（
印
刷　

頁
）  
艶
１

９４

L
o
n
d
o
n
:L
O
N
G
M
A
N
S
,G
R
E
E
N
,
&
C
O
.

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   
  
 
 
発
行

Ⅴ　

絵　
　

図

１ 

嘉
永
六
年
六
月
北
亜
米
利
加
船
来
航
之
図 

嘉
永
６
年
癸
丑
仲
秋
既
望
謄
写 

桐
岡
主
人
意 

一
枚
（
朱
入
）
①　

×　

㎝  

２

２８

４０

　
　
　
　

①
繋
泊
之
図　

②
本
陣
近
辺
図 

 

 

　
　
　
　
　
　

②　

×　

㎝

２８

４０

２ 

越
前
葉
原
出
張
之
図 

元
治
元
年　

月　

日 

 

一
枚
（
彩
色
）　

×　

㎝  

１

１２

１１

２９

５５

３ 

長
州
征
討
に
つ
き
長
大
隅
守
組
陣
立
図 

（
元
治
元
年
） 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

３６

２５

４ 

長
州
再
征
配
陣
図 

年
未
詳 

 

一
枚
（
朱
入
）　

×　

㎝  

１

２４

３６

５ 

越
後
曽
地
・
吉
井
辺
に
て
小
川
隊
戦
争
図 

（
慶
応
４
年
）
５
月
６
日 

 

一
枚　
　

×　

㎝  
１

２９

４１

６ 

末
森
城
合
戦
等
図　
 

文
久
３
癸
亥
歳
写
之 

河
地
保
定
（「
印
」）
写 

一
枚
（
彩
色
）
①　

×　

㎝  

２

３６

４６

　
　
　
　

①
末
森
城
蹟
等
図　

②
末
森
城
跡
図 

 

 

　
　
　
　
　
　

②　

×　

㎝

２８

４０

７ 

小
松
城
粗
図 

年
未
詳 

保
定
（「
印
」） 

一
枚
（
彩
色
）　

×　

㎝  

１

２８

３８

五
三

河
地
文
庫
目
録



８ 

従
加
州
手
取
川
越
前
境
細
呂
木
迄
地
理
略
図 

年
未
詳 

保
定
（「
印
」） 

一
枚
（
彩
色
）　

×　

㎝  

１

２４

７０

９ 

石
川
郡
河
内
村
付
近
図 

年
未
詳 

 

一
枚
（
朱
入
）　

×　

㎝  

１

２４

３６

　
 

能
美
郡
白
峰
地
方
其
他
略
図 

年
未
詳 

 

一
枚
（
鉛
筆
）　

×　

㎝  

１

１０

２４

３６

　
 

江
戸
城
本
丸
間
取
図 

年
未
詳 

 

一
枚
（
彩
色
）　

×　

㎝  

１

１１

５６

８０

　
 

大
州
城
備
図 

年
未
詳 

 

一
枚
（
彩
色
）　

×　

㎝  

１

１２

５６

８０

　
 

膳
所
城
艮
ノ
方
粗
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

１３

２４

３５

　
 

建
仁
寺
坊
正
伝
院
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

１４

３５

４７

　
 

建
仁
寺
境
内
見
取
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

１５

２４

３５

　
 

御
式
台
前
配
備
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

１６

２４

３６

　
 

石
山
境
内
よ
り
琵
琶
湖
周
辺
鳥
瞰
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

１７

２４

３４

　
 

琵
琶
湖
周
辺
鳥
瞰
図 

年
未
詳 

 

一
枚　
　

×　

㎝  

１

１８

２４

３４

　
 

大
日
本
全
図
（１
/１
,１６０
,０００

） 

明
治　

年 

 

一
枚
（
印
刷
）　

×　

㎝  

１

１９

１０

１１４

１２０

陸
軍
参
謀
局
発
行
、
陸
軍
少
佐
木
村
信
卿
編
次
、
陸
軍
十
二
等
出
仕
渋
江
信
夫
絵
図　
（
端
裏
書
）
桜
井
一
久
所
持
、
河
地
金
代
譲
受

　
 

福
井
県
管
内
蚕
糸
業
一
覧
図 

年
未
詳 

明
治
印
刷
株
式
会
社
印
行 

一
枚
（
彩
色
・
印
刷
）　

×　

㎝  

１

２０

５９

７６

五
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

 

型
態  
艶
艶
艶
艶
艶
点
数

Ⅴ　

絵　

図



河
地
文
庫
解
説

概　

要

河
地
家
は
加
賀
八
家
の
本
多
家
に
代
々
仕
え
た
陪
臣
で
あ
り
、
本

多
家
中
で
は
家
老
や
頭
役
な
ど
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る
。
本
文
書
群

は
史
料
総
数
が
七
○
三
件
七
八
三
点
、
内
容
は
多
岐
に
渡
る
が
、
家

政
に
関
す
る
史
料
が
主
と
な
る
。

史
料
は
五
つ
の
大
項
目
、
二
十
三
の
小
項

目
に
分
類
し
て
い
る
。
時
代
的
に
は
、
大
項

目
の
「
Ⅰ 
支
配
」、「
Ⅱ 
主
家
・
親
類
」
の
項

は
藩
政
期
が
中
心
で
あ
り
、「
Ⅲ　

河
地
家
」

「
Ⅳ　

学
芸
」
に
つ
い
て
は
明
治
期
の
も
の
も

多
い
が
、
明
確
に
区
分
で
き
な
い
史
料
も
あ

り
、
本
目
録
で
は
時
代
区
分
に
よ
る
項
目
分

け
は
し
て
い
な
い
。

史
料
に
は
、
越
中
を
支
配
し
て
い
た
佐
々

成
政
の
判
物
（「
佐
々
成
政
判
物
（
越
前
人
数
の

件
に
つ
き
）」（　
・　

‐
１
））
や
、
慶
長
期
の
知

３９

１１

行
宛
行
状
（「
知
行
宛
行
状
（
長
井
郡
中
小
松

之
内　

石
）
」（　

・　

‐
１
））
な
ど
、
近
世
初

２００

３９

３３

期
の
も
の
も
み
ら
れ
、
河
地
家
の
由
緒
を
感

じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
河
地
家
は
明
治
三
年
に

士
族
と
な
り
、
藩
の
士
族
方
管
轄
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、「
先

祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」（　

・　

‐
３
）
に
は
「
本
多
資
松
当
分
管
轄
」
と

３９

３１

あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
の
大
凶
作
の
影
響
で
由
緒
帳
の
提
出
段
階
で

は
本
多
家
管
轄
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
由
緒
帳
に
つ
い
て

は
、
当
館
所
蔵
加
越
能
文
庫
も
参
照
）。
な
お
、
河
地
家
の
宗
旨
は

日
蓮
宗
、
菩
提
寺
は
泉
野
寺
町
妙
法
寺
で
あ
り
、
定
紋
は
丸
ノ
内
三

ツ
樫
葉
、
居
宅
は
本
多
家
家
中
馬
場
丁
で
あ
る
。

五
五

河
地
文
庫
目
録

点数件数Ⅰ　支配　　（１２１件　１４７点）分類番号
３３１４一般３９.１１
５０４５意見書・風説留等３９.１２
３４３０政治事件３９.１３
３２３２加賀藩３９.１４

Ⅱ　主家・親類　（５８件　６５点）
２１２０本多家３９.２１
４６４０諏訪家３９.２２

Ⅲ　河地家　（３１６件　３４０点）
１７１１由緒・家計・履歴３９.３１
５３５０勤仕３９.３２
２５１７知行３９.３３
１０８遺書３９.３４
８０８０家計３９.３５
３９３８土地・建物３９.３６
３８３７交際３９.３７
３３３３葬儀３９.３８
４６４２学業３９.３９

Ⅳ　学芸　　（１８８件　２０６点）
１４１４歴史３９.４１
５１４０兵法・武芸３９.４２
６６６０文芸３９.４３
４９４９詩歌３９.４４
１１１０能・香３９.４５
１０１０宗教３９.４６
３３洋書３９.４７

Ⅴ　絵図　　（２０件　２２点）
２２２０絵図３９.５ 

７８３７０３計

河地文庫目録　分類と点数



系　

譜

河
地
家
は
、
由
緒
帳
に
よ
れ
ば
、
奥
州
上
杉
家
の
重
臣
直
江
兼
続

の
婿
養
子
で
、
当
時
直
江
大
和
守
勝
吉
と
名
乗
っ
て
い
た
本
多
政
重

に
出
仕
し
た
半
左
衛
門
を
祖
と
し
、
明
治
初
年
の
弥
保
定
に
至
る
ま

で
本
多
家
に
仕
え
た
家
で
あ
る
。

家
祖
半
左
衛
門
は
、
慶
長
十
年
（
一
六
○
五
）
に
本
多
政
重
に
召
し
抱

え
ら
れ
、「
知
行
宛
行
状
」（　

・　

‐
１
）
に
よ
れ
ば
、
奥
州
「
長
井
郡
小

３９

３３

松
之
内
二
百
石
」
を
拝
領
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
度
の
加
増
に
よ
っ

て
三
百
石
と
な
り
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
死
去
し
て
い
る
。

二
代
弥
次
右
衛
門
は
、
同
十
七
年
に
召
し
出
さ
れ
、
慶
安
二
年
（
一

六
四
九
）
に
百
石
拝
領
し
、
そ
の
後
の
加
増
で
百
五
十
石
と
な
り
、
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）
致
仕
、
同
十
四
年
に
死
去
し
て
い
る
。

三
代
団
右
衛
門
は
弥
次
右
衛
門
嫡
子
で
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
小

将
組
に
て
召
し
出
さ
れ
、
元
禄
二
年
に
相
続
す
る
と
、
本
多
家
二
代

政
長
、
三
代
政
敏
、
四
代
政
質
に
仕
え
、
享
保
三
年（
一
七
一
八
）致
仕
、

同
十
四
年
に
死
去
し
て
い
る
。

四
代
伴
九
郎
は
、
本
多
家
家
臣
進
藤
次
郎
左
衛
門
の
二
男
で
、
独

身
で
あ
っ
た
団
右
衛
門
の
養
子
と
な
り
、
団
右
衛
門
致
仕
に
よ
っ
て

享
保
三
年
に
相
続
（「
知
行
目
録
」（　

・　

‐
２
））、
本
多
家
四
代
政
質
、

３９

３３

五
代
政
昌
に
仕
え
、
同
十
二
年
に
死
去
し
て
い
る
。

五
代
内
右
衛
門
保
高
は
、
本
多
家
家
臣
諏
訪
八
郎
左
衛
門
の
二
男

で
あ
っ
た
が
、
先
代
同
様
に
独
身
で
あ
っ
た
伴
九
郎
の
末
期
養
子
と

な
っ
て
河
地
家
を
相
続
し
（「
知
行
目
録
」（　

・　

‐
３
））、
本
多
家
五

３９

３３

代
政
昌
、
六
代
政
行
に
仕
え
、
式
台
取
次
番
な
ど
を
勤
め
る
と
と
も

に
、
政
行
の
江
戸
出
府
に
随
行
し
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
死
去
し

て
い
る
。

六
代
団
右
衛
門
保
久
は
、
篠
島
主
馬
家
来
池
田
丹
右
衛
門
二
男
で

保
高
娘
の
婿
養
子
と
な
り
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
召
し
出
さ
れ
て

中
小
将
組
御
加
用
役
と
な
る
。
安
永
二
年
の
養
父
死
去
に
よ
り
相
続

し
（「
知
行
目
録
」（　

・　

‐
６
①
））、
本
多
家
六
代
政
行
に
仕
え
、
作

３９

３３

事
所
目
付
や
近
習
目
付
を
経
て
本
多
家
頭
役（
頭
並
近
習
頭
）と
な
り
、

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
十
二
月
に
死
去
し
て
い
る
。

七
代
弥
三
大
夫
保
曹
は
保
久
嫡
子
で
、
天
明
八
年
に
中
小
将
組
に

て
召
し
出
さ
れ
近
習
詰
と
な
り
（「
拝
領
目
録
」（　

・　

‐
７
））、
衣
類

３９

３３

方
、
近
習
目
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
保
久
の
死
去
に
よ
り
相
続
し
、

大
組
に
配
属
と
な
る
。
本
多
家
六
代
政
行
、
七
代
政
成
、
八
代
政
礼

に
仕
え
、
七
代
政
成
の
江
戸
出
府
に
随
行
し
て
い
る
。
頭
並
近
習
頭
、

足
軽
頭
な
ど
数
職
を
経
て
本
多
家
用
人
と
な
り
、
文
化
十
三
年
（
一
八

一
六
）
に
死
去
し
て
い
る
。

八
代
弥
次
右
衛
門
保
弘
は
、
篠
原
織
部
家
来
吉
川
重
兵
衛
二
男
で
、

保
曹
養
子
と
し
て
中
小
将
組
近
習
詰
に
て
召
し
出
さ
れ
、
同
年
保
曹

の
死
去
に
よ
り
相
続
（「
知
行
目
録
」（　

・　

‐
９
①
））、
大
組
に
配
属

３９

３３

と
な
る
（「
大
組
申
付
状
」（　

・　

‐
９
②
））。
本
多
家
九
代
政
和
、
十

３９

３３

代
政
通
、
十
一
代
政
均
、
十
二
代
政
以
と
四
代
に
仕
え
、
当
主
の
江

五
六

河
地
文
庫
解
説



戸
出
府
、
越
中
巡
見
に
随
行
す
る
な
ど
、
長
年
の
勤
仕
に
よ
り
二
百

石
に
加
増
し
て
い
る
（「
知
行
目
録
」（　

・　

‐　

）
な
ど
）。
ま
た
、
足

３９

３３

１２

軽
頭
、
持
筒
頭
、
近
習
頭
、
用
人
並
な
ど
多
く
の
職
務
を
経
て
河
地

家
歴
代
で
は
じ
め
て
本
多
家
家
老
役
（
年
寄
役
）
と
な
り
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
致
仕
、
紋
付
・
小
袖
お
よ
び
金
百
両
を
拝
領
し
て
家
督

を
嫡
子
保
定
に
譲
っ
て
い
る
。

九
代
弥
保
定
は
保
弘
嫡
子
で
あ
り
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
中

小
将
組
に
て
召
し
出
さ
れ
て
本
多
家
九
代
政
和
、
十
代
政
通
、
十
一

代
政
均
、
十
二
代
政
以
と
四
代
に
仕
え
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は

祖
父
の
名
前
で
あ
る
弥
三
大
夫
に
改
名
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

御
内
密
書
写
御
用
を
は
じ
め
、
近
習
目
付
、
近
習
頭
と
当
主
側
廻
の

職
務
を
こ
な
す
一
方
、
父
と
同
様
、
当
主
の
江
戸
出
府
、
越
中
巡
見

に
随
行
し
、
度
々
加
増
銀
を
拝
領
し
て
い
る
（「
役
料
銀
目
録
」（　
・　
３９

３３

‐　

）
な
ど
）。
幕
末
期
に
は
当
主
政
均
に
従
い
度
々
上
京
し
て
お
り
、

１３
「
御
上
京
御
供
に
て
道
中
在
京
中
日
記
」（　

・　

‐　

）、「
上
京
に
つ
き

３９

３２

１１

道
中
並
京
中
様
子
等
覚
書
」（　
・　

‐　

）
か
ら
は
、
当
時
の
京
都
の
様

３９

３２

１２

子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
水
戸
浪
士
西
上

に
よ
り
越
前
葉
原
ま
で
出
張
し
、
明
治
元
年
に
藩
主
家
嫡
子
の
前
田

利
嗣
が
上
洛
し
て
大
宮
御
所
の
警
衛
を
命
じ
ら
れ
た
際
に
は
、
兵
卒

半
隊
長
と
し
て
警
備
に
就
い
て
い
る
（「
大
宮
御
所
御
守
衛
兵
卒
半
隊

司
令
役
任
命
に
つ
き
口
上
書
」（　

・　

‐　

））。
こ
の
警
備
に
つ
い
て

３９

３２

１４

は
、
冬
場
と
い
う
こ
と
で
同
僚
の
南
部
平
蔵
と
共
に
毛
布
を
国
元
に

対
し
て
要
求
し
、
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
（「
大
宮
御
所
御
守
衛
九
番

隊
兵
卒
フ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
拝
借
願
并
許
可
状
」（　

・　

‐　

）
な
ど
）。
翌

３９

３２

１７

年
に
帰
国
し
、
病
で
一
旦
役
儀
免
除
と
な
る
が
、
父
弥
次
右
衛
門
の

隠
居
で
相
続
し
（「
知
行
目
録
」（　

・　

‐　

））、
同
三
年
十
月
に
士
族

３９

３３

１５

と
な
る
。
死
去
し
た
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、「
河
地
保
定
死
去
に
つ
き

悔
状
」（　

・　

‐
４
）
な
ど
、
葬
式
に
関
す
る
史
料
が
現
存
し
て
い
る

３９

３８

（
保
定
の
三
男
吉
午
郎
の
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
八
年
段
階
で

父
保
定
、
祖
父
保
弘
は
既
に
死
亡
し
て
い
る
（　

・　

‐
７
））。

３９

３１

ま
た
、
保
定
に
は
三
人
の
男
子
が
い
る
。
権
三
郎
は
保
定
嫡
子
で
、

権
三
郎
に
つ
い
て
は
明
治
六
年
の
仙
石
町
小
学
校
「
下
等
小
学
第
五
級

卒
業
仮
証
書
」（　
・　

‐
２
）
以
降
、
卒
業
証
書
が
現
存
し
て
お
り
、
そ

３９

３９

の
後
石
川
県
中
学
師
範
学
校
に
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
（「
乙
部
下
等

第
二
級
卒
業
証
」（　

・　

‐　

））。
金
代
は
保
定
二
男
で
、
卒
業
証
書

３９

３９

１５

に
よ
り
本
多
町
小
学
校
か
ら
育
英
小
学
校
に
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る

が
（「
下
等
小
学
第
七
級
卒
業
仮
証
書
」（　

・　

‐
１
）
な
ど
）、
以
降
の

３９

３９

経
歴
は
未
詳
で
あ
る
。
吉
午
郎
は
保
定
三
男
で
、
履
歴
書
に
よ
れ
ば

（「
河
地
吉
五
郎
履
歴
書
」（　

・　

‐
８
））、
同
八
年
に
本
多
町
小
学
校

３９

３１

に
入
り
、
同
十
二
年
か
ら
淳
正
小
学
校
、
そ
し
て
同
十
四
年
か
ら
は

金
沢
区
中
学
校
で
学
び
、
優
秀
な
成
績
に
よ
り
奨
励
品
が
授
与
さ
れ

て
い
る
（「
学
業
優
等
に
つ
き
奨
励
品
付
与
状
」（　

・　

‐　

））。
ま
た
、

３９

３９

２６

同
十
六
年
八
月
か
ら
翌
年
十
二
月
ま
で
、
漢
学
者
黒
本
植
（
稼
堂
）
か

ら
論
語
・
孟
子
な
ど
の
授
業
を
受
け
て
い
る
。

五
七

河
地
文
庫
目
録



以
上
、
明
治
期
の
河
地
家
に
つ
い
て
は
未
詳
の
部
分
が
多
い
一
方
、

藩
政
期
に
お
い
て
は
本
多
家
に
仕
え
る
家
柄
に
お
い
て
、
歴
代
が
近

習
頭
な
ど
当
主
側
廻
の
職
務
に
就
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。 五

八

河
地
文
庫
解
説

河
地
家
・
諏
訪
家
略
系
図

河地文庫および本館所蔵「先祖由緒并一類附帳」などにより作成。
判明する別称については表記している。なお、二重線は養子関係。

吉午郎

八郎

八左衛門

内右衛門

金代

弥保定 八郎師文

八左衛門師彭

要人師保

八郎左衛門

半平

八郎左衛門正貞

八郎左衛門利成

神弥次右衛門利正

弥次右衛門保弘

弥三大夫保曹

団右衛門保久

内右衛門保高

伴九郎

団右衛門

弥次右衛門

半左衛門

権三郎 駒雄 卯三郎

権次郎

諏 訪 家

河 地 家

（妻：上嶋甚右衛門娘）

（三郎助・尺右衛門）

（弥平太）※自害

（久大夫）

（平六・平六郎）

（茂作）

（与三郎）

（与十郎・弥三大夫）

（小三郎）

慶長10年召出

寛永17年召出

元禄2年相続

享保3年相続

享保12年相続

安永2年相続

天明8年相続

文化13年相続

明治2年相続

［四男］

［三男］

［三男］ ［嫡子］［二男］ ［嫡子］［二男］

［二男］

尾州西海郡立石領主

寛永8年召出

（神伊右衛門）

寛文3年召出

元禄14年相続

宝暦4年相続

宝暦4年相続

寛政2年相続

文政4年相続安政4年相続



本
多
政
均
暗
殺
一
件

本
多
家
に
つ
い
て
は
、「
本
多
家
歴
代
一
覧
」（　

・　

‐　

）、「
本
多

３９

２１

１４

家
御
歴
代
院
号
書
上
」（　
・　

‐　

）
な
ど
、
歴
代
に
か
か
わ
る
史
料
も

３９

２１

１６

確
認
で
き
る
が
、
と
り
わ
け
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
に
お
き
た
当

主
本
多
政
均
の
暗
殺
に
関
す
る
史
料
が
多
い
。

本
多
政
均
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
二
月
に
家
督
を
相
続
す
る

と
、
翌
年
四
月
に
は
御
用
加
判
、
人
持
組
頭
と
な
り
、
同
十
二
月
に

叙
爵
（
従
五
位
下
諸
大
夫
）、
播
磨
守
を
称
し
て
い
る
。
主
に
藩
主
前

田
慶
寧
の
も
と
で
藩
政
を
担
い
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
末
に
は
藩
の

執
政
に
就
任
し
て
藩
政
を
担
当
し
続
け
て
い
た
が
、
同
二
年
八
月
に

金
沢
藩
の
山
辺
沖
太
郎
、
井
口
義
平
に
よ
っ
て
金
沢
城
二
之
丸
御
殿

で
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
暗
殺
の
実
行
犯
は
、
籤
引
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
前
述
の
山
辺
、

井
口
の
両
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
菅
野
輔
吉
、
土
屋
茂
助
、

岡
野
外
亀
四
郎
、
岡
野
悌
五
郎
、
多
賀
賢
三
郎
、
松
原
乙
七
郎
、
岡

山
茂
、
石
黒
圭
三
郎
ら
が
関
与
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
山
辺
、

井
口
の
口
述
書
で
は
、
本
多
政
均
を
奸
賊
の
巨
魁
と
し
、「
天
朝
を

軽
蔑
し
御
政
権
を
致
専
横
候
」
人
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ

の
一
件
は
、
当
時
の
反
政
府
意
識
の
高
揚
と
、
そ
れ
に
伴
う
尊
王
攘

夷
運
動
と
の
関
連
も
疑
わ
れ
た
た
め
、
中
央
政
府
か
ら
も
大
巡
察
が

派
遣
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
結
果
、
山
辺
、
井
口
は
刑
獄
寮
に
お

い
て
自
裁
（
自
決
）、
菅
野
は
三
年
間
の
自
宅
禁
錮
、
多
賀
、
岡
山
、

岡
野
悌
五
郎
は
七
十
日
の
閉
門
、
松
原
と
石
黒
、
岡
野
外
亀
四
郎
は

無
罪
と
の
判
決
が
為
さ
れ
て
い
る
（
土
屋
は
、
暗
殺
直
後
に
自
害
）。

本
多
家
に
つ
い
て
は
、
政
均
の
積
年
の
功
績
に
対
す
る
破
格
の
恩

典
に
加
え
て
、
一
時
的
で
あ
る
に
せ
よ
本
多
家
断
絶
と
い
う
衝
撃
を

藩
が
憂
慮
し
た
こ
と
に
よ
り
、
即
日
嫡
子
資
松
（
後
の
政
以
）
へ
の
遺

領
相
続
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
家
中
は
納
得
せ
ず
、
暗
殺
の
翌

月
に
は
、
本
多
家
家
老
役
篠
井
ら
四
名
連
名
に
て
藩
の
政
事
堂
に
嘆

願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
家
中
が
動
揺
し
て
騒
ぎ
立
て
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
と
の
藩
の
命
令
に
対
し
、
恐
縮
で
は
あ
る
が
、
私
た
ち
の

断
腸
の
思
い
を
察
し
て
も
ら
い
、
裁
決
後
に
は
山
辺
、
井
口
両
名
の

身
柄
を
引
き
渡
し
て
も
ら
い
た
い
と
主
張
し
て
い
る
（「
本
多
政
均
暗

殺
に
つ
き
怨
敵
下
賜
嘆
願
書
」（　

・　

‐
５
）
な
ど
）。

３９

２１

し
か
し
、
こ
の
嘆
願
は
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
本
多
家
中
で
は
仇
討

に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
仇
討
対
象
者
の
優
先
順
位
に
つ

い
て
「
先
君
仇
討
之
義
に
つ
き
書
状
等
」（　

・　

‐
６
）
で
は
、
怨
敵
山

３９

２１

辺
、
井
口
が
刑
務
所
か
ら
出
て
く
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
論
に
及

ば
ず
、
両
名
が
処
刑
の
場
合
に
は
多
賀
賢
三
郎
ら
を
怨
敵
の
対
象
者

と
す
る
こ
と
が
合
議
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
家
中
の
皆
が
仇

討
に
賛
同
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
が
、
河
地
家
が
こ
こ
ま
で
把
握

し
て
い
る
こ
と
か
ら
鑑
み
て
も
、
仇
討
は
家
中
に
お
い
て
概
ね
共
有

さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
明
治
四
年
二
月
に
山
辺
、
井
口
が
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
、

五
九
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同
年
十
一
月
遂
に
多
賀
以
下
を
対
象
と
し
た
仇
討
が
実
行
さ
れ
、
菅

野
輔
吉
、
多
賀
賢
三
郎
、
岡
野
悌
五
郎
を
殺
害
す
る
に
至
る
。
翌
五

年
、
仇
討
の
実
行
者
で
あ
る
本
多
家
家
臣
本
多
弥
一
以
下
、
刑
が
執

行
さ
れ
た
が
、
子
孫
へ
の
相
続
は
許
さ
れ
て
お
り
、
本
多
家
の
菩
提

寺
で
あ
る
大
乗
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
仇
討
を
実
行
し
た
者
た
ち
の

主
家
に
対
す
る
忠
誠
は
、
前
掲
の
「
先
君
仇
討
之
義
に
つ
き
書
状
等
」

に
あ
る
「
此
後
御
幼
君
義
宜
敷
奉
願
候
」
の
一
文
に
顕
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。諏

訪
家

河
地
文
庫
に
は
、
親
戚
筋
で
あ
る
諏
訪
家
の
文
書
群
も
現
存
し
て

お
り
、
明
確
な
も
の
を
「
諏
訪
家
」
と
し
て
分
類
し
て
い
る
（　

・　

）。

３９

２２

主
家
の
本
多
家
が
発
給
し
た
知
行
宛
行
状
、
知
行
所
附
状
が
大
部
分

を
占
め
る
が
、
と
り
わ
け
所
附
状
が
多
く
、
家
禄
が
同
じ
で
も
代
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
村
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
な
お
、

史
料
中
に
「
諏
方
」
と
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
目
録
で
は
「
諏

訪
」
と
表
記
し
て
い
る
）。

諏
訪
家
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
す
る
と
、
神
弥
次
右
衛
門
利
正
の

代
で
は
、
織
田
信
長
、
信
雄
、
信
孝
に
仕
え
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出

兵
に
お
い
て
戦
死
し
た
と
さ
れ
る
。
次
代
の
伊
右
衛
門
は
、
大
坂
の

陣
後
に
一
旦
金
沢
に
流
れ
、
諏
訪
八
郎
左
衛
門
利
成
と
し
て
加
賀
藩

家
臣
の
神
尾
主
殿
に
仕
え
た
が
流
浪
し
（「
知
行
宛
行
状
」（　

・　

‐
４

３９

２２

①
））、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
本
多
政
重
に
百
五
十
石
に
て
召
し
抱
え

ら
れ
、
以
降
は
累
代
本
多
家
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。

河
地
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
八
郎
左

衛
門
正
貞
の
二
男
内
右
衛
門
が
河
地
家
を
相
続
し
た
こ
と
で
親
戚
関

係
と
な
り
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
に
河
地
団
右
衛
門
保
久
の
四
男
八

左
衛
門
が
諏
訪
家
を
相
続
し
て
い
る（「
知
行
所
附
之
事
」（　
・　

‐　

）、

３９

２２

１８

「
知
行
目
録
」（　

・　

‐　

））。

３９

２２

１９

そ
し
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
は
、
先
養
子
が
逆
上
に
よ
り
自

害
し
た
た
め
、
河
地
弥
次
右
衛
門
保
弘
の
三
男
八
郎
が
婿
養
子
と
な
っ

て
諏
訪
家
を
相
続
し
て
い
る
。
こ
の
八
郎
は
本
多
政
均
暗
殺
に
お
け
る

仇
討
に
関
わ
っ
て
お
り
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
二
月
に
逃
亡
中
の

石
黒
圭
三
郎
を
追
い
か
け
る
も
仇
討
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

横
浜
の
番
兵
衛
所
で
自
害
し
て
い
る
。
諏
訪
八
郎
も
他
の
仇
討
を
実

行
し
た
者
た
ち
と
同
じ
く
大
乗
寺
に
墓
が
あ
り
、
諏
訪
家
は
子
の
卯

三
郎
が
相
続
し
て
い
る
（「
遺
禄
相
続
申
付
状
」（　

・　

‐　

））。

３９

２２

３１

幕
末
維
新
期

ま
た
、
河
地
文
庫
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
幕
末
維
新
期
の
政
治

史
料
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
意
見
書
・
風
説
留

等
」（　

・　

）、「
政
治
事
件
」（　

・　

）、「
加
賀
藩
」（　

・　

）
の
項
目
に

３９

１２

３９

１３

３９

１４

分
類
し
て
い
る
。

「
意
見
書
・
風
説
留
等
」
の
項
で
は
、「
魯
西
亜
書
翰
和
解
」（　
・　

‐

３９

１２ 六
〇
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１
）、「
唐
国
風
説
お
よ
び
亜
米
利
加
規
定
書
同
蘭
文
和
解
」（　

・　

‐

３９

１２

８
）
と
い
っ
た
諸
外
国
の
来
航
に
関
す
る
も
の
や
、
文
久
期
以
降
の
政

治
状
況
を
反
映
し
た
「
京
都
御
沙
汰
書
之
覚
」（　

・　

‐　

）、「
京
都
取

３９

１２

１６

沙
汰
書
」（　
・　

‐　

）
の
よ
う
な
留
類
、「
薩
州
公
（
島
津
斉
彬
）
上
書
」

３９

１２

１７

（　

・　

‐
４
）、「
毛
利
公
（
敬
親
）
建
白
之
旨
等
覚
書
」（　

・　

‐　

）
な

３９

１２

３９

１２

１１

ど
の
建
白
書
類
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
情
報
の
分
析
は
近
年
重

要
度
を
増
し
て
お
り
、
情
報
自
体
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、
情
報
を
媒

介
と
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る

が
、
河
地
家
も
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

「
政
治
事
件
」
の
項
で
は
、
水
戸
浪
士
西
上
一
件
（
天
狗
党
の
乱
）
に

関
す
る
も
の
が
多
い
（「
水
戸
浪
士
西
上
軍
中
日
記
」（　

・　

‐
１
）、

３９

１３

「
水
戸
浪
士
降
伏
一
件
に
つ
き
書
状
等
留
」（　
・　

‐
６
）
な
ど
）。
水
戸

３９

１３

藩
内
の
尊
攘
激
派
で
構
成
さ
れ
た
天
狗
党
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

三
月
筑
波
山
で
挙
兵
、
そ
の
後
在
京
の
一
橋
慶
喜
に
対
す
る
陳
情
を

目
的
と
し
、
武
田
耕
雲
斎
、
藤
田
小
四
郎
ら
が
上
京
を
開
始
し
て
い

る
。
加
賀
藩
は
、
命
令
を
受
け
て
同
年
十
二
月
に
藩
士
永
原
（
赤
座
）

甚
七
郎
ら
を
出
張
さ
せ
て
お
り
、
同
月
下
旬
浪
士
ら
は
加
賀
藩
に
降

伏
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
事
件
と
し
て
は
、
長
州
征
討
や
大
政
奉

還
、
王
政
復
古
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
と
い
っ
た
幕
末
期
の
政
局
に
直

接
関
わ
る
も
の
が
み
ら
れ
、
特
に
「
長
州
征
討
苦
戦
に
つ
き
心
得
申

渡
状
」（　
・　

‐　

）
や
「
参
内
被
留
候
御
方
并
禁
門
御
固
メ
衆
等
書
上
」

３９

１３

１６

（　

・　

‐　

）
な
ど
は
、
該
当
事
件
の
緊
迫
度
を
伝
え
る
格
好
の
史
料

３９

１３

２２

と
い
え
よ
う
。

「
加
賀
藩
」
の
項
で
は
、
幕
末
維
新
期
の
政
治
過
程
に
お
け
る
加
賀

藩
の
動
き
を
示
す
も
の
が
揃
っ
て
い
る
。「
前
田
慶
寧
退
京
に
つ
き

前
田
斉
泰
親
翰
等
留
」（　
・　

‐
３
）
で
は
、
元
治
元
年
禁
門
の
変
で
無

３９

１４

断
退
京
し
た
世
嗣
前
田
慶
寧
の
親
翰
が
み
ら
れ
る
。
藩
主
前
田
斉
泰

の
見
解
に
対
し
て
異
存
を
申
し
立
て
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
使
者
の

年
寄
前
田
直
信
が
如
何
な
る
内
容
を
伝
え
て
き
て
も
、
臣
子
の
大
道

に
よ
り
是
非
を
論
じ
な
い
よ
う
申
し
諭
し
て
い
る
が
、
こ
の
親
翰
は

慶
寧
の
心
情
が
う
か
が
え
る
好
個
の
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
徳
川
内
府
討
薩
協
力
に
つ
き
前
田
慶
寧
親
翰
」（　

・　

‐

３９

１４

　

）
は
、
鳥
羽
・
伏
見
の
段
階
で
の
徳
川
慶
喜
の
檄
文
を
う
け
、
藩
主

１０前
田
慶
寧
が
徳
川
家
支
援
の
た
め
に
派
兵
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も

の
で
あ
り
、「
北
国
筋
鎮
圧
御
沙
汰
書
」（　

・　

‐　

）
で
は
、
加
賀
藩

３９

１４

２４

が
北
越
戦
争
（
戊
辰
戦
争
）
に
参
加
す
る
契
機
と
な
っ
た
朝
命
が
書
き

認
め
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
加
賀
藩
の
行
動
を
規
定
し
た
重
要
な

も
の
で
あ
る
。

河
地
家
が
こ
の
よ
う
な
政
治
史
料
を
入
手
し
た
理
由
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
が
、
同
時
期
に
前
田
土
佐
守
家
家
老
役
で

あ
っ
た
南
保
大
六
も
政
治
史
料
を
残
し
て
お
り
（
当
館
郷
土
史
料
）、

幕
末
期
に
お
け
る
陪
臣
の
実
態
を
知
る
上
で
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
文
書
群
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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